
連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
三
九
）

連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て

小　
　

林　
　

宏　
　

晨

問
題
提
起

第
一
節
：
大
法
廷
判
決
に
至
る
歴
史
的
背
景

　

Ⅰ
．
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生
と
そ
の
対
策

　

Ⅱ
．
空
域
安
全
法
（L

uftS
iG

）
と
そ
の
帰
結

　

Ⅲ
．
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決

　

Ⅳ
．
判
決
後
の
政
治
的
推
移

　
　

1
．
判
決
の
余
波

　
　

2
．
ユ
ン
グ
国
防
相
の
見
解

　
　

3
．
オ
ッ
ト
・
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
「
法
治
国
家
の
自
己
主
張
」

二
八
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
四
〇
）

　
　

4
．
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ル
ケ
ル
の
「
国
家
が
罪
な
き
者
を
犠
牲
に
す
る
場
合
」

　
　

5
．
大
臣
と
裁
判
官
の
対
決

第
二
節
：
大
法
廷
判
決

　

判
旨

　

判
決
理
由

　

Ａ
．
判
決
に
至
る
背
景

　

Ｂ
．
大
法
廷
の
判
決
内
容

　
　

判
旨

　
　

判
決
理
由

　

1
．
連
邦
の
立
法
権
限

　

2
．
特
定
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
の
憲
法
的
許
容
性

　

3
．
連
邦
政
府
の
命
令
権
限

ガ
イ
ヤ
ー
判
事
の
反
対
意
見

　

1
．
軍
は
決
し
て
内
政
上
の
権
力
手
段
と
し
て
投
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

2
． 

大
災
害
非
常
事
態
と
内
的
非
常
事
態
の
諸
規
定
間
の
厳
格
な
分
離
は
特
定
の
軍
事
装
備
の
許
可
を
通
し
て
混
同
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

3
．
ガ
イ
ヤ
ー
判
事
は
主
観
的
評
価
の
過
大
な
余
地
を
非
難
。

　

4
．
憲
法
改
正
は
不
可
避
。

　

Ｃ
．
大
法
廷
判
決
の
要
点

第
三
節
：
大
法
廷
判
決
の
評
価

連
邦
軍
国
内
出
動
の
展
望

二
八
二



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
四
一
）

問
題
提
起

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
史
上
第
五
回
目
一
六
名
の
判
事
で
構
成
さ
れ
る
大
法
廷
は
、
そ
の
判
決
を
以
て
、
連
邦
軍
の
国
内
出
動
を
巡

る
争
い
の
火
に
新
た
に
油
を
注
い
だ
。
大
法
廷
は
、
同
裁
判
所
第
一
法
廷
の
二
〇
〇
六
年
判
決
を
再
び
取
り
上
げ
、
ド
イ
ツ
国
内
で
の
テ

ロ
攻
撃
の
場
合
に
、
軍
事
力
の
出
動
が
限
定
的
に
許
さ
れ
る
と
宣
言
し
た
（
1
）

。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
法
廷
は
、
二
〇
〇
六
年
の
空
域
安
全
法

（L
uftS
iG

）
に
関
す
る
第
一
法
廷
判
決
（
2
）

を
部
分
的
に
修
正
し
た
。

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
の
内
容
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
、
必
要
な
限
り
、
こ
の
判
決
と
密

接
な
関
係
を
持
つ
二
〇
〇
六
年
の
第
一
法
廷
判
決
も
検
討
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
の
テ
ー
マ
は
概
ね
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
、
人
間

の
生
き
る
権
利
と
尊
厳
の
問
題
、
他
の
一
つ
は
、
連
邦
軍
の
国
内
出
動
を
巡
る
軍
の
本
来
的
機
能
の
問
題
で
あ
る
。
前
記
の
二
つ
の
テ
ー

マ
は
、
我
が
国
の
自
衛
隊
を
巡
る
問
題
と
も
関
連
し
、
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
見
做
さ
れ
る
の
で
、
検
討
対
象
と
し
た
。

第
一
節
：
大
法
廷
判
決
に
至
る
歴
史
的
背
景

Ⅰ
．
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生
と
そ
の
対
策

周
知
の
如
く
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
ア
メ
リ
カ
で
イ
ス
ラ
ム
系
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
が
乗
客
共
々
旅
客
機
を
乗
っ
取
り
、
こ
れ
を
武

器
と
し
て
大
災
害
を
誘
発
し
た
。
更
に
二
〇
〇
三
年
一
月
五
日
、
あ
る
思
考
不
正
常
な
男
性
が
軽
飛
行
機
を
乗
っ
取
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
高
層
ビ
ル
の
上
を
旋
回
し
た
が
、
連
邦
軍
戦
闘
機
が
発
進
し
、
強
制
着
陸
さ
せ
、
事
な
き
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
象
に
基
づ

き
、
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
の
武
器
と
し
て
の
利
用
を
防
ぐ
目
的
で
こ
の
撃
墜
を
可
能
に
す
る
為
に
、
当
時
の
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）・

二
八
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
四
二
）

緑
の
党
連
立
内
閣
下
の
オ
ッ
ト
ー
・
シ
リ
ー
連
邦
内
務
相
提
出
の
「
空
域
安
全
法
（L
uftS
iG

）」
案
が
二
〇
〇
五
年
一
月
一
一
日
連
邦
議

会
で
可
決
さ
れ
た
（
3
）

。

Ⅱ
．
空
域
安
全
法
（LuftS

iG

）
と
そ
の
帰
結

1
．
空
域
安
全
法
（LuftSiG

）

空
域
安
全
法
の
中
心
的
条
項
は
、
凡
そ
以
下
の
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

§
13
：
連
邦
政
府
の
決
定

（
1
） 　

重
大
な
空
域
事
故
に
基
づ
き
、
危
険
防
止
の
枠
内
に
於
け
る
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
あ
る
い
は
第
三
項
に
よ
る
と
り
わ

け
重
大
な
事
故
が
迫
っ
て
い
る
と
の
想
定
を
根
拠
づ
け
る
諸
事
実
が
存
在
す
る
場
合
、
軍
は
、
そ
の
有
効
な
防
止
に
必
要
な
限
り
、

こ
の
事
故
の
阻
止
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
空
域
に
於
け
る
諸
ラ
ン
ト
の
警
察
力
を
支
援
す
る
為
に
投
入
さ
れ
得
る
。

（
2
） 　

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
に
よ
る
出
動
に
関
す
る
決
定
を
関
係
ラ
ン
ト
の
要
請
に
基
づ
き
連
邦
防
衛
相
あ
る
い
は
代
理
の

場
合
、
連
邦
内
務
相
と
協
議
の
上
、
代
理
権
限
の
あ
る
連
邦
政
府
の
メ
ン
バ
ー
が
行
う
。
即
時
の
行
動
が
必
要
な
場
合
、
連
邦
内

務
相
に
遅
滞
な
き
報
告
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
） 　

基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
に
よ
る
出
動
決
定
は
、
当
該
諸
ラ
ン
ト
と
の
協
議
の
上
、
連
邦
政
府
が
行
う
。
連
邦
政
府
の
適
時
な

決
定
が
可
能
で
な
い
場
合
、
連
邦
防
衛
相
あ
る
い
は
代
理
の
場
合
、
連
邦
内
務
相
と
協
議
の
上
、
代
理
権
限
の
あ
る
連
邦
政
府
の

メ
ン
バ
ー
が
決
定
す
る
。
連
邦
政
府
の
決
定
は
遅
滞
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
時
の
行
動
が
必
要
な
場
合
、
関
係
諸

二
八
四



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
四
三
）

ラ
ン
ト
と
連
邦
内
務
相
に
遅
滞
な
く
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
4
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
連
邦
と
諸
ラ
ン
ト
間
で
規
定
さ
れ
る
。
軍
に
よ
る
支
援
は
、
こ
の
法
律
の
諸
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

§
14
：
出
動
措
置
、
命
令
権
限

（
1
） 　

と
り
わ
け
重
大
な
事
故
の
発
生
を
阻
止
す
る
目
的
で
、
軍
は
、
空
域
で
航
空
機
の
航
路
を
そ
ら
せ
、
着
陸
を
強
い
、
兵
器
の
使

用
で
脅
し
、
威
嚇
射
撃
を
行
う
事
が
許
さ
れ
る
。

（
2
） 　

可
能
な
複
数
の
諸
措
置
の
中
、
個
人
と
一
般
に
対
し
て
最
も
被
害
が
少
な
い
と
予
測
さ
れ
る
措
置
が
選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
措
置
は
、
そ
の
目
的
に
必
要
な
限
り
に
置
い
て
の
み
遂
行
さ
れ
る
事
が
許
さ
れ
る
。
措
置
は
、
目
的
と
さ
れ
る
成
功
に
明

白
に
適
合
し
な
い
不
利
益
に
導
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
3
） 　

兵
器
を
伴
っ
た
直
接
介
入
（
4
）

は
、
諸
状
況
か
ら
し
て
、
人
間
の
生
命
に
対
し
て
投
入
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
介
入
が
現
状
の
危
険
を

防
止
す
る
為
の
唯
一
の
手
段
で
あ
る
事
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
の
み
、
許
さ
れ
る
。

（
4
） 　

第
三
項
に
よ
る
措
置
は
、
連
邦
防
衛
相
か
、
あ
る
い
は
そ
の
代
理
権
限
の
あ
る
連
邦
政
府
メ
ン
バ
ー
の
み
が
指
図
す
る
事
が
出

来
る
。
こ
れ
に
加
え
連
邦
防
衛
相
は
、
空
軍
総
監
に
第
一
項
に
よ
る
措
置
の
指
図
を
一
般
的
に
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
5
）

。

既
に
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
以
来
、
連
邦
軍
の
出
動
態
勢
は
整
い
、
ド
イ
ツ
の
空
域
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
目
的
で
連
邦
及
び
諸
ラ

ン
ト
の
全
て
の
関
連
諸
機
関
の
迅
速
な
調
整
さ
れ
た
協
働
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
協
働
の
中
で
、
連
邦
軍
、
連
邦
警
察
及

び
ド
イ
ツ
空
域
安
全
局
の
所
属
員
が
空
域
を
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
任
務
は
、
と
り
わ
け
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

二
八
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
四
四
）

と
の
協
力
下
に
、
い
わ
ゆ
る
『
乗
っ
取
ら
れ
た
航
空
機
』
に
よ
る
危
険
、
つ
ま
り
テ
ロ
あ
る
い
は
他
の
動
機
か
ら
す
る
目
的
で
故
意
の
墜

落
の
為
の
武
器
と
す
る
民
間
航
空
機
の
乱
用
を
防
止
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
」
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
必
要
な
措

置
の
為
の
責
任
は
、
そ
の
飛
行
機
が
ド
イ
ツ
の
空
域
に
到
達
す
る
時
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
国
家
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
措
置
の
為
の
法
的
基
盤
は
、
空
域
安
全
法
の
諸
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
の
規
定
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三

項
に
於
け
る
地
域
的
及
び
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
に
関
す
る
諸
規
定
と
結
ぶ
空
域
安
全
法
第
一
三
条
規
定
に
よ
り
、
連
邦
軍
に
、
疑

い
の
あ
る
航
空
機
に
航
路
を
変
更
さ
せ
、
着
陸
を
強
制
し
、
武
器
投
入
で
脅
し
、
あ
る
い
は
威
嚇
射
撃
を
行
い
、
し
か
も
最
後
の
手
段
と

し
て
、
武
器
を
使
用
す
る
、
つ
ま
り
場
合
に
よ
っ
て
は
、
乗
客
及
び
乗
務
員
の
い
る
航
空
機
を
撃
ち
落
と
す
権
限
を
与
え
て
い
る
（
6
）

。

2
．
問
題
点

空
域
安
全
法
は
、
な
か
ん
ず
く
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に
お
け
る
対
米
同
時
多
発
テ
ロ
へ
の
対
応
シ
ナ
リ
オ
に
基
い
て
い
る
が
、

ま
っ
た
く
無
意
味
な
観
念
に
基
い
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
乗
っ
取
ら
れ
た
乗
客
満
載
の
旅
客
機
が
原
子
力
発
電

所
あ
る
い
は
議
会
会
期
中
の
連
邦
議
会
に
向
け
て
飛
行
す
る
場
合
、
連
邦
軍
の
戦
闘
機
が
こ
の
旅
客
機
の
撃
墜
が
許
さ
れ
る
か
否
か
が
こ

れ
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
国
家
は
、
そ
の
国
民
を
守
る
為
に
ど
の
程
度
の
行
動
が
許
さ
れ
る
の
か
。
国
家
は
、
他
の
市
民
の
生
命

を
救
済
す
る
為
に
、
罪
な
き
市
民
の
生
命
を
故
意
に
犠
牲
に
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

ホ
ル
ス
ト
・
コ
ェ
ー
ラ
ー
・
ド
イ
ツ
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
首
相
、
連
邦
議
会
議
長
及
び
連
邦
参
議
院
議
長
に
書
簡
を
送
り
、
こ
の
法

律
が｢

あ
る
生
命
が
他
方
の
生
命
の
為
に
犠
牲
に
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る｣

こ
と
に
憂
慮
を
表
明
し
た
が
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
二

日
こ
の
法
律
に
署
名
し
、
し
か
し
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
審
査
を
勧
告
し
た
（
7
）

。

二
八
六



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
四
五
）

3
．
憲
法
異
議
申
立

こ
の
空
域
安
全
法
に
対
し
、
ブ
ル
カ
ル
ド
・
ヒ
ル
シ
ュ
元
連
邦
議
会
副
議
長
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
バ
ウ
ム
元
連
邦
法
務
相

（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
弁
護
士
二
人
、
弁
理
士
一
人
及
び
機
長
一
人
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
申
立
を
行
っ
た
。
こ
の
異
議
申
立
を
以
て
申

立
人
は
、
空
域
安
全
法
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
基
本
権
が
直
接
侵
害
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、
空
域
安
全
法
の
介
入
の
可
能
性

を
通
し
て
、
人
間
の
尊
厳
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
）
と
生
命
（
基
本
法
第
二
条
第
二
項
）
へ
の
彼
ら
の
基
本
権
が
侵
害
さ
れ
る
。

曰
く
、
空
域
安
全
法
は
、
彼
ら
を
国
家
行
動
の
単
な
る
客
体
に
す
る
。
彼
ら
の
生
命
の
価
値
と
維
持
は
、
空
域
安
全
法
第
一
三
条
〜
第

一
五
条
に
よ
り
量
的
観
点
下
に
置
か
れ
、
し
か
も｢

状
況
に
従
っ
て｣

多
分
彼
ら
に
残
さ
れ
た
平
均
余
命
に
よ
っ
て
、
連
邦
防
衛
相
の
裁

量
下
に
置
か
れ
る
。

異
議
申
立
人
は
、
有
事
に
、
防
衛
相
が
こ
の
時
点
で
自
ら
が
有
す
る
情
報
に
基
い
て
、
彼
ら
の
生
命
維
持
が
極
め
て
短
く
、
従
っ
て
、

そ
の
他
の
生
命
喪
失
と
比
べ
て
価
値
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
せ
よ
価
値
が
低
い
と
看
做
す
場
合
に
、
犠
牲
と
な
り
、
し
か
も
故

意
に
殺
さ
れ
る
事
に
な
る
。

こ
の
規
定
の
中
で
国
家
に
開
か
れ
た
権
限
は
、
国
家
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
従
っ
て
、
そ
の
市
民
の
生
命
保
護
を
目
的
と
し
て

行
動
が
許
さ
れ
る
限
界
を
超
え
て
い
る
。

国
家
は
、
決
し
て
そ
の
市
民
の
多
数
派
の
救
済
を
目
的
と
し
て
少
数
派
を
故
意
に
殺
す
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
一
方
で
何
人
に
、
他
方

で
何
人
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
の
基
準
に
従
っ
た
生
命
に
対
す
る
生
命
の
価
値
考
量
は
許
さ
れ
な
い
。

攻
撃
対
象
諸
規
定
は
、
軍
が
防
衛
目
的
以
外
に
は
、
基
本
法
が
明
示
的
に
許
す
場
合
に
の
み
投
入
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
基

本
法
第
八
七
条
ａ
第
二
項
に
お
け
る
防
衛
憲
法
的
留
保
に
違
反
す
る
。
そ
の
限
り
で
、
地
域
的
及
び
超
地
域
的
大
災
害
に
お
い
て
、
諸
ラ

二
八
七
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月
）

（
五
四
六
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ン
ト
の
支
援
を
目
的
と
し
て
軍
の
出
動
を
許
す
と
り
わ
け
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
諸
前
提
は
存
在
し
な
い
（
8
）

。

Ⅲ
．
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決

1
．
判
決

空
域
安
全
法
に
お
け
る
撃
墜
権
限
は
無
効
：

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
二
〇
〇
六
年
二
月
一
五
日
付
判
決
を
以
っ
て
、
人
間
の
生
命
に
対
す
る
作
為
兵
器
と
し
て
投
入
さ
れ
る

航
空
機
を
撃
墜
す
る
権
限
を
軍
に
与
え
る
空
域
安
全
法
（L

uftS
iG

）
第
一
四
条
第
三
項
が
基
本
法
と
相
容
れ
ず
、
し
か
も
無
効
で
あ
る

と
決
定
し
た
。

曰
く
、
こ
の
規
定
に
は
、
既
に
連
邦
の
立
法
権
限
が
欠
け
て
い
る
。
自
然
大
厄
災
あ
る
い
は
重
大
事
故
の
対
処
の
際
に
軍
の
出
動
を
規

定
す
る
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
は
、
連
邦
に
特
別
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
を
許
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、
空

域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
、
航
空
機
内
の
作
為
に
参
加
し
な
い
人
々
が
武
器
投
入
の
影
響
を
受
け
る
限
り
、
基
本
法
の
生
命
と
人
間

の
尊
厳
へ
の
基
本
権
と
相
容
れ
な
い
。
こ
の
人
々
は
、
国
家
が
こ
の
人
々
の
殺
害
を
他
者
の
救
済
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
単
な
る
客
体
と
し
て
扱
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
か
ら
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
帰
属
す
る
価
値
が
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
四
人
の
弁
護
士
、
一
人
の
弁
理
士
な
ら
び
に
一
人
の
機
長
が
共
同
提
出
し
た
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
を
直
接
対
象

と
す
る
憲
法
異
議
申
立
は
、
成
功
し
た
（
9
）

。

二
八
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連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
四
七
）

2
．
判
決
理
由
：

1
）　

連
邦
は
立
法
権
限
に
欠
け
る
：

連
邦
は
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
規
定
制
定
へ
の
立
法
権
限
に
欠
け
る
。
確
か
に
連
邦
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及

び
第
三
項
一
文
か
ら
直
接
、
自
然
大
厄
災
及
び
特
別
重
大
事
故
の
対
応
に
際
す
る
軍
の
出
動
な
ら
び
に
参
加
諸
ラ
ン
ト
と
の
協
働
に
関
す

る
詳
細
を
決
定
す
る
諸
規
定
の
為
の
立
法
権
を
有
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
に
含
ま
れ
る
航
空
機
へ
の
兵

器
を
伴
っ
た
直
接
作
用
の
軍
へ
の
授
権
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
と
相
容
れ
な
い
（
10
）

。

ａ
）　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
と
相
容
れ
な
い

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
が
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
（
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
）
と
相
容
れ
な
い
事
は
、
既
に
相
当
の
航

空
事
故
（
航
空
機
の
乗
っ
取
り
）
が
発
生
し
た
が
、
特
別
重
大
な
事
故
（
意
図
さ
れ
て
い
る
航
空
機
墜
落
）
自
体
が
未
だ
発
生
し
て
い
な
い
時

点
に
出
動
が
命
じ
ら
れ
か
つ
実
行
さ
れ
る
べ
き
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
の
意
味

に
お
け
る
特
別
重
大
な
事
故
の
概
念
は
、
き
わ
め
て
高
度
な
蓋
然
性
を
伴
っ
た
大
厄
災
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
状
況
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
航
空
機
へ
の
武
器
を
伴
っ
た
直
接
作
用
の
出
動
措
置
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
が
自
然
大
厄
災
や
特
別
重
大

な
事
故
の
対
応
の
際
に
、
特
別
の
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
戦
闘
出
動
が
許
さ
れ
な
い
が
故
に
、
こ
の
規
範
の
枠
を
維
持
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
基
本
法
第
三
五
条
第
二
条
二
文
の
規
定
す
る
「
援
助
」
は
、
危
険
防
止
の
枠
内
で
諸
ラ
ン
ト
に
課
さ
れ
る
大
厄
災
及
び
特
別
重
大
な

事
故
の
克
服
任
務
を
有
効
に
遂
行
で
き
る
為
に
諸
ラ
ン
ト
に
与
え
ら
れ
る
。
諸
ラ
ン
ト
の
危
険
防
止
機
関
の
管
轄
領
域
に
お
け
る
こ
の
任

務
の
方
向
性
は
、
必
然
的
に
、
軍
の
出
動
に
際
し
て
援
助
供
与
を
目
的
と
し
て
使
用
が
許
さ
れ
る
援
助
手
段
の
種
類
を
も
規
定
す
る
。
こ

二
八
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れ
ら
の
援
助
手
段
は
、
諸
ラ
ン
ト
の
警
察
力
に
ラ
ン
ト
任
務
遂
行
の
為
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
質
的
に
異
な
っ
た
種
類
の
も
の
で
は

あ
り
得
な
い
（
11
）

。

ｂ
）　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
と
相
容
れ
な
い

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
と
も
相
容
れ
な
い
。
後
者
規
定
に
よ
れ
ば
、
地
域
的
大
厄
災
非
常

事
態
の
場
合
、
軍
の
出
動
の
為
に
は
、
連
邦
政
府
の
み
が
授
権
さ
れ
て
い
る
。
空
域
安
全
法
の
諸
規
定
は
、
こ
れ
に
充
分
に
対
応
し
て
い

な
い
。
諸
規
定
は
、
連
邦
政
府
の
適
時
の
決
定
が
可
能
で
な
い
場
合
、
連
邦
防
衛
相
が
連
邦
内
務
相
と
協
議
の
上
、
決
定
す
る
と
規
定
し

て
い
る
。
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間
的
余
裕
の
不
足
に
鑑
み
て
、
連
邦
政
府
は
、
超
地
域
的
大
厄
災
に
お
け
る
軍
の
出
動
決
定
に
際
し
て
、

例
外
的
で
は
な
く
、
通
常
的
に
個
別
大
臣
に
代
替
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
は
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
た
方

式
で
の
措
置
が
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
で
予
定
さ
れ
て
い
る
方
法
で
は
通
常
克
服
さ
れ
な
い
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
更
に

基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
の
防
衛
憲
法
的
枠
は
、
と
り
わ
け
、
超
地
域
的
大
厄
災
の
場
合
に
お
い
て
も
、
典
型
的
軍
事
兵
器
を
伴
っ

た
軍
の
出
動
が
憲
法
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
逸
脱
し
て
い
る
（
12
）

。

2
）　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
基
本
法
第
一
条
第
一
項
と
結
ぶ
第
二
条
第
二
項
と
相
容
れ
な
い

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
、
武
力
の
投
入
に
よ
っ
て
、
機
内
で
行
為
に
参
加
し
な
い
人
々
に
打
撃
が
与
え
ら
れ
る
限
り
、
人
間

の
尊
厳
保
障
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
）
と
結
ぶ
生
き
る
権
利
（
基
本
法
第
二
条
第
二
項
一
文
）
と
も
相
容
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
出
動
に
晒
さ
れ
る
乗
客
及
び
搭
乗
員
は
、
絶
望
的
状
況
下
に
置
か
れ
る
。
彼
ら
は
、
最
早
そ
の
生
活
状
況
に
他
者
か
ら
独

二
九
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立
し
て
自
決
的
に
影
響
力
を
行
使
で
き
な
い
。
こ
の
状
況
は
、
彼
ら
を
作
為
者
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
の
客
体
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
の
防
止
措
置
を
採
る
国
家
も
、
彼
ら
を
他
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
自
ら
の
救
済
行
動
の

単
な
る
客
体
と
し
て
扱
う
。
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
、
尊
厳
と
売
り
渡
し
え
な
い
諸
権
利
を
伴
っ
た
主
体
と
し
て
の
当
事
者
を
無
視
す
る
。

当
事
者
は
、
そ
の
殺
害
が
他
者
の
救
済
の
為
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
体
化
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
権
利
が
奪
わ
れ

る
。
そ
の
生
命
が
国
家
に
よ
っ
て
一
方
的
に
処
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
犠
牲
者
と
し
て
自
ら
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
機
内
滞
在
者
か

ら
、
人
間
で
あ
る
が
故
に
帰
属
す
る
価
値
が
剥
奪
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
事
は
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
に
よ
る
出
動
措
置
の
実

行
に
関
す
る
決
定
が
行
わ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、
現
実
状
況
が
完
全
に
概
観
さ
れ
、
か
つ
適
切
に
評
価
さ
れ
え
る
事
が
予
定
さ
れ
て
い
な

い
状
況
下
で
行
わ
れ
る
（
13
）

。

基
本
法
第
一
条
第
一
項
（
人
間
の
尊
厳
）
の
効
力
下
に
お
い
て
は
、
か
く
も
無
力
な
状
況
下
に
あ
る
無
実
な
人
間
の
故
意
的
殺
害
の
法

的
授
権
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
乗
務
員
あ
る
い
は
乗
客
と
し
て
航
空
機
に
乗
り
込
む
も
の
が
、
航
空
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
、
そ

の
撃
墜
に
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
多
分
自
ら
の
殺
害
に
同
意
す
る
と
の
推
定
は
、
浮
世
離
れ
し
た
擬
制
で
あ
る
。
当
事
者
が
い
ず
れ
に

せ
よ
死
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
の
推
定
も
、
記
述
さ
れ
る
状
況
下
に
お
け
る
無
実
な
人
間
の
殺
害
か
ら
こ
の
人
間
の
尊
厳
要
求
違
反
の
性

格
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
の
生
命
と
尊
厳
は
、
個
々
の
人
間
の
物
理
的
存
在
の
長
さ
に
関
わ
り
な
く
、
同
一
の
憲
法
的
保

護
を
享
有
す
る
。
機
内
に
留
め
置
か
れ
る
人
間
が
武
器
の
部
分
と
な
り
、
し
か
も
武
器
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
一
部

で
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
の
犠
牲
者
が
最
早
人
間
と
看
做
さ
れ
て
い
な
い
事
が
公
然
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
法
的

に
組
織
さ
れ
た
公
共
体
が
そ
の
崩
壊
と
破
壊
を
目
指
す
攻
撃
を
防
ぐ
為
に
、
こ
の
方
法
で
し
か
可
能
で
な
い
場
合
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
、

二
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個
人
が
国
家
全
体
の
利
益
の
為
に
自
ら
の
生
命
を
犠
牲
に
す
る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
す
る
考
え
は
、
同
様
の
結
果
し
か
も
た
ら
さ
な

い
。
何
故
な
ら
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
の
適
用
領
域
で
は
、
公
共
体
の
削
除
と
国
家
的
法
秩
序
及
び
自
由
秩
序
の
全
滅
を
目
指

す
攻
撃
防
止
を
対
象
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
、
自
ら
の
生
命
に
向
け
て
作
為
兵
器
と
し

て
乱
用
さ
れ
る
航
空
機
が
投
入
さ
れ
る
べ
き
人
々
に
対
す
る
国
家
の
保
護
義
務
を
以
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
国
家
的
保
護
義

務
の
充
足
の
為
に
は
、
憲
法
と
合
致
す
る
手
段
の
み
が
使
用
が
許
さ
れ
る
。
本
件
は
こ
れ
に
欠
け
て
い
る
（
14
）

。

3
）　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
基
本
法
第
一
条
第
一
項
と
結
ぶ
第
二
条
第
二
項
一
文
と
相
容
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
、
武
力
を
伴
っ
た
直
接
作
用
が
作
為
兵
器
と
し
て
の
無
人
航
空
機
あ
る
い
は
作
為

兵
器
と
し
て
の
航
空
機
を
地
上
の
人
間
に
向
け
て
投
入
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
限
定
し
て
向
け
ら
れ
る
限
り
、
基
本
法
第
一
条
第
一
項
と

結
ぶ
第
二
条
第
二
項
一
文
と
相
容
れ
る
。
攻
撃
者
の
為
に
自
ら
の
決
定
し
た
行
動
の
帰
結
責
任
が
確
認
さ
れ
、
し
か
も
彼
が
自
ら
の
起
こ

し
た
事
象
の
責
任
が
負
わ
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
攻
撃
者
の
主
体
的
地
位
に
合
致
す
る
。
比
例
適
合
性
の
原
則
も
維
持
さ
れ
る
。
空
域
安
全

法
第
一
四
条
第
三
項
を
以
っ
て
目
指
す
人
間
の
生
命
を
救
済
す
る
目
標
は
、
作
為
者
の
生
命
の
基
本
権
へ
の
重
大
な
介
入
を
正
当
化
で
き

る
ほ
ど
の
比
重
を
有
し
て
い
る
。
彼
ら
に
向
け
ら
れ
た
基
本
権
侵
害
の
比
重
は
、
更
に
作
為
者
自
ら
が
国
家
介
入
の
必
要
性
を
誘
い
込
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
介
入
は
、
彼
ら
が
そ
の
犯
罪
計
画
の
実
現
を
中
止
す
る
事
に
よ
っ
て
何
時
で
も
停
止
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
軽
減
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
は
、
連
邦
に
立
法
権
限
が
か
け
て
い
る
限
り
、
存
続
で
き
な
い
（
15
）

。
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連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
五
一
）

3
．
第
一
法
廷
判
決
の
要
点

本
件
の
争
点
は
、
概
ね｢

乗
っ
取
ら
れ
た｣

旅
客
機
の
撃
墜
を
連
邦
軍
に
授
権
す
る
規
定
（
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
）
が
憲
法
適

合
性
を
有
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
こ
の
規
定
の
違
憲
・
無
効
を
以
下
の
根
拠
を
以
っ
て
決
定
し
た
。

1
）　

撃
墜
授
権
は
連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
的
制
限
に
違
反

防
衛
以
外
を
目
的
と
す
る
連
邦
軍
の
出
動
は
、
現
行
憲
法
（
基
本
法
）
で
狭
い
諸
前
提
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本
法
は
連
邦
軍
の
国

内
出
動
を
自
然
大
厄
災
と
重
大
な
事
故
に
お
け
る
援
助
に
限
定
し
、
兵
器
の
投
入
を
許
し
て
い
な
い
。
こ
の
前
提
が
空
域
安
全
法
の
争
点

で
充
足
さ
れ
て
い
な
い
。

2
）　

撃
墜
は
人
間
の
尊
厳
と
生
命
へ
の
基
本
権
を
侵
害

撃
墜
は
、
武
力
の
投
入
に
よ
っ
て
、
犯
罪
行
為
に
参
加
し
な
い
機
内
の
乗
客
及
び
乗
務
員
の
生
命
に
打
撃
を
与
え
る
限
り
、
人
間
の
尊

厳
保
障
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
）
と
結
ぶ
生
き
る
権
利
（
基
本
法
第
二
条
第
二
項
一
文
）
と
も
相
容
れ
な
い
。

3
）　

連
邦
防
衛
相
に
よ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
航
空
機
の
撃
墜
授
権
は
違
憲

テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
の
航
空
機
の
撃
墜
は
、
連
邦
政
府
で
は
な
く
、
連
邦
防
衛
相
に
よ
る
授
権
の
場
合
は
違
憲
。

4
）　

無
人
あ
る
い
は
テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
の
航
空
機
の
撃
墜
は
合
憲

二
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
五
二
）

こ
の
種
の
航
空
機
の
撃
墜
は
、
無
実
の
参
加
者
を
前
提
と
し
な
い
の
で
、
基
本
権
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
＋
第
二
条
第
二
項
）
侵
害
の
問

題
は
発
生
し
な
い
。

Ⅳ
．
判
決
後
の
政
治
的
推
移

1
．
判
決
の
余
波

判
決
の
政
治
的
衝
撃
は
、
関
連
規
定
が
な
か
ん
ず
く
連
邦
軍
の
国
内
出
動
違
反
と
看
做
さ
れ
た
事
で
あ
る
。「
防
衛
目
的
以
外
の
連
邦

軍
の
出
動
は
、
現
行
憲
法
に
よ
れ
ば
、
狭
い
諸
前
提
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。」
事
が
判
決
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
シ
ョ
イ
ブ
レ
連
邦
内
務
相
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
と
ベ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
内
務
相
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
は
、
既
に
判
決
以
前
か
ら

二
〇
〇
六
年
世
界
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の
為
の
連
邦
軍
出
動
を
要
求
し
、
こ
れ
に
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）、
緑
の
党
、
自
由
民
主
党

（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
及
び
左
派
党
が
反
対
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
間
の
連
立

協
定
で
は
、
判
決
後
基
本
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
約
さ
れ
た
。

シ
ュ
ト
イ
バ
ー
・
バ
イ
エ
ル
ン
首
相
、
ベ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
内
相
及
び
シ
ョ
ェ
ン
ボ
ー
ム
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
内
務

相
も
基
本
法
改
正
を
要
求
し
た
。

曰
く
、
連
邦
軍
の
予
防
出
動
は
憲
法
的
に
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
軍
の
国
内
出
動
を
可
能
に
す
る
基
本
法
で
予
定
さ
れ
て

い
る
緊
張
・
防
衛
事
態
は
、
ほ
ぼ
蓋
然
性
が
無
い
。
従
っ
て
、
連
邦
軍
が
テ
ロ
攻
撃
の
危
険
防
止
に
利
用
可
能
に
す
る
た
め
に
憲
法
が
改

正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
、「
基
本
法
の
勇
気
あ
る
解
釈
が
空
か
ら
の
危
険
防
止
に
お
け
る
連
邦
軍
の

二
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連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
五
三
）

出
動
に
対
し
て
不
可
欠
な
法
的
安
定
に
と
っ
て
充
分
で
な
い
」
事
を
示
し
て
い
る
。
連
邦
軍
の
対
外
出
動
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
も
、

ド
イ
ツ
の
利
益
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ト
マ
ン
ズ
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
本
国
自
体
に
あ
る
事
実
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ

て
、
基
本
法
の
明
確
化
が
不
可
欠
な
の
だ
。
自
国
民
の
保
護
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
大
災
害
で
は
、
素
人
集
団

の
糾
合
で
は
不
十
分
だ
か
ら
だ
（
16
）

。

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
後
、
依
然
と
し
て
燻
り
続
け
る
問
題
は
、
連
邦
軍
が
将
来
国
内
安
全
に
お
け
る
自
立
的
行
為
者
と
な
る
か
、

あ
る
い
は
従
来
ど
お
り
極
限
事
態
に
お
い
て
も
警
察
の
支
援
者
と
し
て
奉
仕
し
続
け
る
べ
き
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
究
極
的
に
、
連
邦
政
府
が
新
た
な
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
戦
争
類
似
現
象
と
看
做
す
か
、
あ
る
い
は
大
犯
罪
と

看
做
す
か
に
掛
か
っ
て
い
る
。

大
連
立
内
閣
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
＋
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
中
で
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ョ
イ
ブ
レ
・
内
務
相
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ

フ
・
ユ
ン
グ
国
防
相
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
前
者
の
見
解
を
採
り
、
フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー
外
相
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
ブ
リ

ギ
ッ
テ
・
ツ
ィ
プ
リ
ー
ス
法
務
相
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
後
者
の
見
解
を
採
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
連
邦
軍
の
出
動
範
囲
を
広
げ
、
基
本
法
第
八
七
条
ａ
の
制
限
規
定
「
防
衛
目
的
の

他
、
軍
は
、
こ
の
基
本
法
が
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
限
り
に
於
い
て
の
み
投
入
が
許
さ
れ
る
。」
が
「
及
び
公
共
体
の
基
盤
へ
の
攻
撃

に
対
す
る
直
接
的
防
衛
を
目
的
と
す
る
」
の
規
定
に
よ
っ
て
突
破
さ
れ
る
事
が
必
要
と
さ
れ
る
。

社
会
民
主
党
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
第
三
五
条
の
「
職
務
支
援
」
規
定
「
連
邦
政
府
は
重
大
事
故
に
際
し
、
警
察
の
支
援
を
目
的

と
し
て
軍
を
投
入
で
き
る
」
を
航
空
機
と
船
舶
に
よ
る
攻
撃
を
防
ぐ
目
的
で
「
軍
事
手
段
も
伴
っ
て
」
の
規
定
の
付
加
が
必
要
と
さ
れ
る
。

二
九
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
五
四
）

し
か
し
両
者
の
見
解
の
相
違
は
憲
法
改
正
に
よ
る
両
者
の
願
望
の
実
現
を
共
に
不
可
能
に
し
た
（
17
）

。

2
．
ユ
ン
グ
国
防
相
の
見
解

テ
ロ
リ
ス
ト
に
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
は
撃
墜
さ
れ
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
発
言
に
よ
っ
て
、
ユ
ン
グ
連
邦
国
防
相
（
Ｄ
Ｃ
Ｕ
）

は
、
各
方
面
か
ら
集
中
攻
撃
を
受
け
た
。
氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
「
超
法
規
的
緊
急
事
態
」
を
挙
げ
た
。

曰
く
、
他
の
手
段
が
無
い
な
ら
ば
、
私
は
我
々
の
市
民
を
守
る
為
に
撃
墜
命
令
を
発
す
る
。
確
か
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
テ
ロ
リ
ス

ト
の
み
で
無
実
の
乗
客
の
い
な
い
乗
っ
取
ら
れ
航
空
機
の
撃
墜
に
限
定
し
た
。
し
か
し
重
大
な
危
険
あ
る
い
は
自
由
民
主
的
基
本
秩
序
の

危
機
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
他
の
規
定
が
妥
当
す
る
。

シ
ョ
イ
ブ
レ
連
邦
内
務
相
も
ユ
ン
グ
国
防
相
に
賛
同
し
、
し
か
も
核
兵
器
を
伴
っ
た
テ
ロ
攻
撃
の
危
険
性
も
指
摘
し
た
（
18
）

。

3
．
オ
ッ
ト
・
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
「
法
治
国
家
の
自
己
主
張
」

シ
ョ
イ
ブ
レ
相
は
、
テ
ロ
対
策
の
為
の
理
論
的
裏
付
け
と
し
て
、
オ
ッ
ト
・
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
教
授
の
著
書
「
法
治
国
家
の
自
己
主

張
（
19
）

」
を
挙
げ
た
。
そ
の
内
容
は
、
前
記
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
内
容
と
は
異
な
り
、
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
国
家
の
措
置
を
原
則
的
に
可

能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
（
20
）

の
論
旨
を
紹
介
し
よ
う
。

著
者
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
主
張
す
る
諸
文
化
の
衝
突
は
既
に
発
生
し
て
い
る
。

「
テ
ロ
時
代
」
の
最
中
で
、
我
々
は
世
界
的
規
模
の
内
乱
の
現
実
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
民
主
的
・
法
治
国
家
的
飾
り
つ
け
付
け
を

二
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連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
五
五
）

以
っ
て
」
国
家
が
自
己
放
棄
し
な
い
つ
も
り
な
ら
ば
、
行
動
の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
汲
み
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
行
わ
れ
な
い

場
合
、
相
手
（
敵
）
側
が
自
由
、
平
等
、
法
治
国
家
、
民
主
制
が
所
属
す
る
必
要
の
無
い
諸
条
件
下
に
、
行
動
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
に
な
る
。
如
何
に
し
て
「
世
界
的
規
模
の
内
乱
で
」
確
実
に
敗
者
に
な
る
か
に
つ
い
て
、
著
者
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
二

月
一
五
日
計
画
し
た
空
域
安
全
法
を
違
憲
と
宣
言
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
が
示
し
て
い
る
。
同
法
第
一
四
条
に
は
乗
っ
取
ら
れ
た
旅

客
機
の
撃
墜
授
権
が
含
ま
れ
る
。
撃
墜
に
際
し
殺
さ
れ
た
乗
客
達
が
救
命
さ
れ
た
人
々
と
相
殺
さ
れ
る
事
は
人
間
の
尊
厳
と
相
容
れ
な
い

事
が
憲
法
裁
判
所
判
事
達
の
結
論
で
あ
る
（
21
）

。

本
年
（
二
〇
〇
七
年
）
一
月
国
家
学
者
の
イ
ェ
ー
ナ
研
究
会
で
ボ
ン
大
学
の
国
法
学
者
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ヒ
ア
デ
ー
ゲ
ン
氏
は
、
少
数
派

の
拍
手
の
下
に
「
限
界
概
念
た
る
人
間
の
尊
厳
に
触
れ
る
事
」
を
主
張
し
た
。「
何
故
な
ら
、
人
間
の
尊
厳
を
他
の
諸
法
益
に
対
し
て
価

値
考
量
を
行
う
事
が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。」

こ
こ
で
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
考
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
集
積
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
回
答
の
要
点
は

「
法
治
国
家
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
場
合
、
限
界
は
存
在
し
な
い
。」
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
、
即
座
に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和

国
を
そ
の
論
理
を
以
っ
て
共
に
第
三
帝
国
に
導
い
た
権
威
主
義
的
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
側
に
立
つ
事
に
な
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
思
考
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
こ
こ
に
集
積
し
て
い
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
意
図
に
従
っ
て
飛
ぶ
飛
行
機
は
、「
例
外
」
を
、
現
実
の
緊
急
事

態
を
構
成
し
、
そ
し
て
乗
っ
取
り
犯
は
法
治
国
家
的
武
器
を
以
っ
て
制
圧
で
き
な
い
「
敵
」
で
あ
る
。
遅
延
無
き
決
定
が
不
可
欠
だ
。
し

か
も
「
市
民
の
犠
牲
」
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
は
国
家
事
由
で
あ
る
か
ら
だ
。
む
き
出
し
の
暴
力
が
国
家

に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
法
は
戦
争
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
戦
争
の
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

二
九
七
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こ
こ
で
は
友
達
と
敵
の
み
が
残
る
完
全
な
二
分
法
が
世
界
像
で
あ
る
。
こ
ち
ら
側
は
西
側
諸
国
、
あ
ち
ら
側
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
テ
ロ
集

団
で
あ
る
。
そ
の
際
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
戦
闘
的
イ
ス
ラ
ム
主
義
発
生
の
原
因
を
問
う
思
考
は
見
ら
れ
な
い
。
諸
宗
教
間
の
紛
争
、

種
族
的
分
離
線
、
背
景
に
あ
る
物
質
的
利
益
に
つ
い
て
も
言
及
が
無
い
。
西
側
に
対
す
る
自
己
批
判
的
言
及
も
無
く
、「
敵
」
に
対
す
る

原
始
的
紛
争
意
識
が
あ
る
の
み
で
あ
る
（
22
）

。

紛
争
の
際
に
、「
国
家
を
捨
て
去
る
憲
法
愛
国
的
意
識
の
市
民
だ
け
で
は
」
事
態
を
救
済
で
き
な
い
。
戦
争
に
向
け
て
国
家
が
武
装
転

換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
述
べ
る
。
敵
は
最
早
外
か
ら
来
る
の
で
は
な
く
、
内
か
ら
来
る
。
全
て
は
潜
在

的
冬
眠
者
で
あ
り
、
全
て
が
疑
わ
し
い
。

デ
ー
ぺ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
曰
く
、「
通
常
性
は
あ
ら
ゆ
る
法
的
効
力
の
条
件
で
あ
る
。
通
常
性
の
部
分
的
突
破
と
し
て
の
例
外
は
、
法
的
効

力
か
ら
そ
の
通
常
の
基
盤
を
奪
う
「
敵
」
は
誰
か
。
今
日
の
敵
は
、
以
前
の
全
て
の
敵
を
凌
駕
し
、
全
く
異
な
る
。
敵
と
市
民
に
は
共
通

の
基
盤
が
存
在
し
な
い
。
敵
は
、「
世
俗
的
か
つ
自
由
な
民
主
制
の
生
活
形
態
の
否
定
を
体
現
す
る
。
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
は
、「
テ
ロ
リ
ズ
ム

の
蛮
行
に
対
す
る
法
治
国
家
的
文
明
の
戦
い
に
お
け
る
憲
法
理
論
的
に
可
能
な
回
答
で
あ
る
（
23
）

。」

汲
み
取
ら
れ
た
行
動
オ
プ
シ
ョ
ン
に
予
防
的
保
安
拘
禁
、
潜
在
的
危
険
人
物
の
拘
留
あ
る
い
は
拷
問
が
属
す
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
対

し
て
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
極
め
て
慎
重
で
あ
る
。
曰
く
、
憲
法
的
に
安
全
の
必
要
と
自
由
の
要
求
間
の
価
値
考
量
は
、
異
な
っ
た
結
果

を
、
つ
ま
り
拘
留
に
有
利
な
結
果
と
な
り
え
る
。
し
か
し
こ
の
為
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
叩
い
て
柔
ら
か
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

二
九
八



連
邦
軍
の
国
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憲
法
適
合
性
：
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っ
て
（
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）

（
五
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七
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人
口
上
の
展
開
を
伴
っ
た
イ
ラ
ン
原
爆
の
予
測
と
イ
ス
ラ
ム
主
義
テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
中
に
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
の
観
念
は
、
こ
の
深
刻

な
文
明
の
最
初
の
衝
突
の
行
方
を
予
測
さ
せ
得
な
い
。
憲
法
裁
判
所
判
事
の
衣
を
ま
と
っ
た
こ
れ
ら
の
平
和
主
義
者
が
問
題
な
の
だ
。

国
家
法
理
論
の
「
永
い
眠
り
」
に
対
し
、
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
「
市
民
犠
牲
の
理
論
」
を
対
置
す
る
。
曰
く
、
今
や
（
乗
っ
取
ら
れ

た
）
機
内
に
居
る
人
々
が
重
要
で
あ
る
。
挑
戦
の
大
き
さ
に
鑑
み
、
犠
牲
の
思
考
が
解
禁
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
他
者
の
為
（
コ
ル

ベ
神
父
）、
国
家
の
為
（
軍
人
）
あ
る
い
は
真
実
の
為
（
殉
教
者
）
の
自
発
的
犠
牲
は
、
主
観
的
生
活
に
同
時
に
、
意
義
と
充
足
を
与
え
得

る
客
観
的
次
元
を
付
与
す
る
。」
国
家
の
為
に
自
ら
の
犠
牲
が
許
さ
れ
る
事
は
、
生
活
に
「
個
人
的
展
望
を
転
換
す
る
次
元
」
を
与
え
る
。

共
同
体
の
為
の
犠
牲
は
、
存
在
に
意
義
を
与
え
る
。
従
っ
て
、
運
転
す
る
「
敵
」
を
伴
っ
た
航
空
機
の
射
撃
は
許
さ
れ
る
。

そ
の
際
に
再
び
ド
イ
ツ
の
過
去
が
、
そ
し
て
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
既
に
出
く
わ
し
た
「
現
代
個
人
主
義
」
も
障
害
と
な
る
。
憲
法

裁
判
官
の
衣
を
ま
と
っ
た
平
和
主
義
者
達
は
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、「
市
民
」
の
内
的
武
装
解
除
の
為
の
符
号
な
の
だ
（
24
）

。

全
て
が
決
定
を
強
い
る
。
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
決
定
を
し
た
。
し
か
も
先
ず
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
為
に
。
こ
れ
ま
で
の
長

い
間
こ
れ
ほ
ど
直
接
的
な
主
張
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
国
家
で
あ
っ
た
時
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
間
違
っ
て
い
た

か
否
か
は
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
関
心
事
項
で
は
な
い
。
モ
ハ
メ
ド
・
ア
ッ
タ
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
へ
の
飛
行
か
ら
許
可
さ
れ
た
航
空

機
撃
墜
問
題
を
通
り
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
は
直
接
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
言
明
「
主
権
者
は
非
常
事
態
に
つ
い
て
決
定
す
る
者
」
に
至
る
。
誰
が

こ
の
主
権
者
で
あ
る
べ
き
か
は
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
関
心
事
で
は
な
い
。
氏
は
曖
昧
に
決
定
す
る
「
政
治
的
単
位
」
と
し
て
い
る
。
自

二
九
九
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由
な
法
治
国
家
へ
の
敵
対
を
ま
と
め
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
名
な
言
明
が
つ
い
に
適
用
で
き
る
事
が
重
要
な
の
だ
（
25
）

。

こ
の
著
書
を
読
む
者
は
ド
イ
ツ
が
未
だ
権
威
主
義
的
過
去
の
残
滓
、
議
会
の
「
無
駄
話
」
の
軽
蔑
及
び
思
案
民
主
制
を
取
り
除
い
て
い

な
い
時
代
に
引
き
戻
さ
れ
た
と
感
じ
て
し
ま
う
。
戦
後
の
ド
イ
ツ
は
、
高
め
ら
れ
過
ぎ
た
国
家
概
念
か
ら
離
別
し
、
憲
法
の
保
護
者
が
執

行
府
の
ト
ッ
プ
に
で
は
な
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
あ
る
事
実
を
評
価
す
る
事
を
学
習
し
た
。

デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
考
え
は
明
ら
か
で
あ
る
。
議
会
の
多
数
が
望
ん
だ
よ
う
に
「
許
可
さ
れ
た
撃
墜
」
の
み
な
ら
ば
、
こ
れ
に
つ
い

て
争
わ
れ
得
る
。
し
か
し
こ
の
撃
墜
は
、
原
則
的
な
も
の
へ
の
高
め
ら
れ
過
ぎ
、
西
側
の
聖
戦
宣
言
の
為
の
み
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
何
故
に
情
熱
的
「
代
表
的
議
員
」
で
、
し
か
も
経
過
政
治
の
論
弁
的
保
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
ョ
イ
ブ
レ
氏
が
最
終

戦
の
為
に
か
く
も
哲
学
的
に
飾
り
立
て
た
著
書
の
購
読
を
推
薦
す
る
の
だ
ろ
う
か
（
26
）

。

結
論
と
し
て
、
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
の
「
法
治
国
家
の
自
己
主
張
」
は
、
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
法
治
国
家
防
衛
の
一
つ
の
解
決
法
を
提

示
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
部
分
で
、
前
記
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

4
．
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ル
ケ
ル
の
「
国
家
が
罪
な
き
者
を
犠
牲
に
す
る
場
合
」

ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
刑
法
・
法
哲
学
講
座
担
当
教
授
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ル
ケ
ル
は
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
が
「
空
域
安
全
法
」
案
を
決
議
し

た
直
後
の
二
〇
〇
四
年
七
月
八
日
「
国
家
が
無
実
の
人
々
を
犠
牲
に
す
る
場
合
」
の
表
題
でZ

eit

誌
に
同
法
に
関
す
る
論
評
を
公
表
し

三
〇
〇



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
五
九
）

た
（
27
）

。メ
ル
ケ
ル
教
授
は
、
そ
の
第
一
四
条
第
三
項
で
多
く
の
他
の
無
実
の
市
民
の
生
命
を
救
う
為
に
、
例
え
ば
機
内
の
無
実
の
乗
客
・
乗
務

員
を
満
載
す
る
航
空
機
の
撃
墜
を
国
家
に
許
す
「
空
域
安
全
法
」
に
つ
き
以
下
の
よ
う
な
論
旨
を
展
開
す
る
。

基
本
権
の
及
ぶ
範
囲
に
つ
い
て
は
永
い
討
論
が
可
能
だ
。
そ
の
意
義
の
争
わ
れ
得
な
い
中
核
部
分
に
所
属
す
る
も
の
は
、
生
命
を
相
殺

す
る
計
算
の
許
容
性
が
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
生
命
へ
の
基
本
権
を
有
す
る
誰
も
が
、
何
も
せ
ず
、
脅
か
さ
ず
、
ま
し

て
や
知
り
も
し
な
い
他
者
の
為
に
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
事
実
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
が
生
命
権
の
第
一
の
機

能
で
あ
る
。

国
家
は
、
一
定
の
条
件
下
に
自
ら
に
第
三
者
の
為
の
こ
の
様
な
人
命
の
犠
牲
を
許
容
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
適
用
ケ
ー
ス
に
お
い
て
当
事

者
を
法
の
領
域
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
は
、
そ
の
当
事
者
か
ら
基
本
権
の
保
持
者
の
地
位
を
奪
う
こ
と
に
な
る
（
28
）

。

立
法
者
の
意
識
下
に
あ
っ
た
破
局
の
シ
ナ
リ
オ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
へ
の
回
答
と
し

て
の
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
あ
ま
り
に
も
不
明
確
で
あ
る
。
立
法
者
の
意
識
に
あ
っ
た
事
項
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
乗
っ
取
ら
れ
、

し
か
も
大
都
市
の
中
心
あ
る
い
は
原
子
力
発
電
所
に
向
け
て
突
進
す
る
旅
客
機
で
あ
る
。
こ
の
可
能
な
事
実
が
関
係
規
定
の
対
象
で
あ
る
。

テ
ロ
リ
ス
ト
自
身
の
殺
傷
は
容
易
に
正
当
化
さ
れ
得
る
。
何
故
な
ら
、
彼
等
は
現
実
に
か
つ
不
法
に
他
の
人
間
の
生
命
を
攻
撃
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
如
何
な
る
時
代
の
如
何
な
る
法
文
化
に
お
い
て
も
自
衛
行
為
と
し
て
正
当
化
さ
れ
、
国
家
を
義
務
付
け
る
。

三
〇
一
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五
六
〇
）

当
然
の
事
に
、
機
内
の
乗
客
は
何
人
を
も
攻
撃
し
な
い
。
従
っ
て
乗
客
に
対
し
て
は
自
衛
権
が
適
用
外
と
な
り
、
撃
墜
対
象
と
は
な
り

得
な
い
。

窮
状
に
あ
る
者
の
為
に
一
時
的
所
有
権
の
侵
害
あ
る
い
は
自
由
の
侵
害
を
忍
従
す
る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
得
る
と
し
て
も
、
生
命
の
喪

失
ま
で
も
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
生
命
あ
る
い
は
他
者
の
生
命
、
し
か
も
そ
の
数
が
如
何
に

多
か
ろ
う
と
も
、
を
救
済
す
る
為
に
、
参
加
し
て
い
な
い
第
三
者
を
合
法
的
に
殺
害
す
る
事
は
あ
り
得
な
い
の
だ
。
何
人
も
連
帯
か
ら
し

て
自
ら
の
生
命
を
多
く
の
他
者
の
為
に
提
供
す
る
事
は
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
得
な
い
。『
彼
の
生
命
は
彼
が
持
つ
唯
一
の
も
の
な
の

だ
！
（H

is life is the only one he has.

）』
例
え
ば
、
あ
る
国
家
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
大
都
市
の
原
子
爆
弾
攻
撃
回
避
の
為
に
、
テ
ロ

リ
ス
ト
の
要
求
に
従
い
、
無
実
の
人
間
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
粛
清
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
は
、
明
白
に
不
法
行
為
を
意
味
す
る
。
こ
れ

を
阻
止
す
る
基
本
権
は
、
明
確
に
反
功
利
主
義
的
な
の
で
あ
る
。
基
本
権
は
個
人
を
保
護
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
の
一
般

的
利
益
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
基
本
権
で
は
な
い
（
29
）

。

緑
の
党
の
フ
ォ
ル
カ
ー
・
べ
ッ
ク
院
内
総
務
は
、
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
を
「
超
法
規
的
責
任
阻
却
緊
急
事
態
」
と
説
明
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
愚
か
な
言
明
で
あ
る
。『
超
法
規
的
』
と
は
、
責
任
阻
却
的
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
違
法
行
為
で
あ
り
、
従
っ
て
許
容

さ
れ
な
い
。
根
本
的
法
原
理
的
根
拠
か
ら
し
て
国
家
は
、
関
連
基
本
権
を
排
除
す
る
事
な
し
に
は
、
こ
の
規
定
を
自
ら
制
定
す
る
事
は
出

来
な
い
。
国
家
は
、
こ
の
様
な
危
険
状
況
に
於
い
て
乗
客
を
合
法
的
に
殺
す
場
合
、
必
然
的
に
生
命
へ
の
基
本
権
を
排
除
す
る
こ
と
に
な

る
。

三
〇
二



連
邦
軍
の
国
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出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
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一
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日
付
連
邦
憲
法
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判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
六
一
）

べ
ッ
ク
と
同
様
に
愚
か
な
言
明
は
、「
法
律
の
留
保
」
か
ら
す
る
説
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
律
の
留
保
の
指
摘
を
以
て
基
本
法
第
二
条

第
二
項
の
生
命
権
が
明
示
的
に
通
常
法
律
の
制
約
下
に
置
か
れ
る
事
に
な
る
。
し
か
し
、
空
域
安
全
法
に
お
け
る
「
制
限
」
は
単
な
る
制

限
で
は
な
く
、
基
本
権
の
完
全
な
剥
奪
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
規
定
は
同
時
に
基
本
法
第
三
条
の
平
等
命
令
を
侵
害
し
、
し
か
も
こ
れ

に
よ
っ
て
と
り
わ
け
平
等
な
権
利
主
体
、
平
等
な
基
本
権
担
い
手
と
し
て
の
地
位
を
保
障
す
る
人
間
の
尊
厳
も
侵
害
す
る
。
従
っ
て
、
こ

の
法
律
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
存
続
が
許
容
さ
れ
る
事
は
あ
り
得
な
い
（
30
）

。

い
っ
た
い
空
域
安
全
法
が
正
当
化
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
実
際
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
国
家
が
市
民
達
に
明
ら
か
に
し
、

し
か
も
市
民
自
身
が
こ
れ
を
明
確
に
知
っ
て
い
る
事
が
条
件
と
な
る
。
重
要
な
事
は
単
に
乗
客
の
生
命
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
秩

序
の
根
本
規
範
の
崩
壊
な
の
で
あ
り
、『
無
実
の
人
々
』
の
法
か
ら
の
排
除
な
の
で
あ
る
。
同
法
第
一
四
条
第
三
項
に
つ
い
て
の
政
府
説

明
は
、
前
記
の
問
題
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
根
拠
づ
け
も
行
わ
ず
、
緊
急
防
衛
、
死
刑
、
内
乱
状
態
及
び
逮
捕
後
の
逃
亡
阻
止
を
越
え
る
あ

ら
ゆ
る
国
家
指
示
の
「
故
意
的
殺
害
」
を
禁
ず
る
欧
州
条
約
に
つ
い
て
一
言
の
説
明
も
な
い
。

実
際
の
根
拠
づ
け
は
ど
う
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
論
拠
の
第
一
歩
は
、
救
済
機
会
の
非
対
称
性
の
指
摘
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機

内
の
乗
客
は
、
人
間
の
判
断
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
見
放
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
こ
の
飛
行
機
と
共
に
テ
ロ
リ
ス
ト
の
目
標
に
向
け

て
墜
落
す
る
か
、
あ
る
い
は
撃
墜
さ
れ
る
。
し
か
し
救
済
可
能
な
対
象
は
、
攻
撃
目
標
と
成
っ
て
い
る
他
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
家
は
、

そ
の
生
命
の
犠
牲
を
、
つ
ま
り
彼
ら
に
残
さ
れ
た
最
後
の
数
分
の
犠
牲
を
要
求
す
る
。
し
か
も
国
家
は
、
連
帯
の
命
令
に
よ
っ
て
倫
理
的

に
認
証
さ
れ
た
と
看
做
す
。

三
〇
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
六
二
）

こ
の
評
価
は
明
ら
か
に
二
重
に
不
安
定
な
予
測
の
揺
れ
動
く
土
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
。「
人
間
の
判
断
か
ら
し
て
見
放
さ
れ
て
い

る
」
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
の
乗
客
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
事
項
は
、
撃
墜
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
攻
撃

目
標
地
の
人
々
に
対
し
て
も
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
予
測
は
、
確
実
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
予
測
は
、
狙
わ
れ

た
即
時
殺
害
に
対
す
る
道
徳
的
か
つ
法
的
正
当
化
と
見
做
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
で
墜
落
し

た
飛
行
機
は
、
既
に
ア
メ
リ
カ
戦
闘
爆
撃
機
の
標
準
射
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
撃
墜
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
人
間
の
判
断

か
ら
し
て
」
予
測
さ
れ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
目
標
に
到
達
せ
ず
、
機
内
者
以
外
の
誰
も
殺
害
し
な
か
っ
た
。

危
険
防
止
行
動
が
不
断
に
予
測
の
不
安
定
性
に
よ
っ
て
負
担
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
そ
の
行
動
を
不
許
可
に
す
る
も
の
で
は
な

い
。
錯
誤
の
残
余
リ
ス
ク
は
、
事
後
に
確
実
と
な
っ
て
も
、
法
的
に
も
倫
理
的
に
も
許
容
さ
れ
る
。
国
家
に
よ
る
無
実
の
人
々
の
大
量
の

殺
害
の
如
き
先
例
無
き
現
象
に
対
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
可
能
な
正
当
化
の
絶
対
不
可
欠
な
最
小
限
と
し
て
の
絶
対
的
に
到
達
可
能
最

大
限
の
安
全
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
律
（
専
門
）
用
語
は
、
こ
の
様
な
決
定
の
絶
対
的
最
終
手
段
的
性
格
を
明
確
に
確
定
す
る
に
十
分
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
空
域

安
全
法
は
こ
こ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
程
に
失
敗
し
て
い
る
。
国
防
相
は
既
に
、「
諸
状
況
か
ら
し
て
、
飛
行
機
が
人
間
の
生
命
に
対
し
て

投
入
さ
れ
る
べ
き
状
況
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
」、
撃
墜
命
令
を
与
え
る
事
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
不
明
確
な
規
定
は

乗
客
の
生
命
の
保
護
よ
り
も
、
む
し
ろ
事
後
の
法
的
解
明
に
際
し
て
国
防
相
の
保
護
に
奉
仕
す
る
と
の
印
象
が
拭
い
得
な
い
（
31
）

。

た
と
え
実
際
に
人
間
に
と
っ
て
可
能
な
確
実
性
を
伴
っ
た
機
内
の
乗
客
と
攻
撃
目
標
地
で
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
人
々
間
の
救
済
チ
ャ

三
〇
四
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（
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ン
ス
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
正
当
性
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
。
命
を
救
う
臓
器
提
供
を
目
的
と
し
て
早
め

に
殺
さ
れ
る
べ
き
救
済
不
可
能
な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
の
用
例
を
記
憶
願
い
た
い
。
救
済
さ
れ
た
者
達
の
多
分
は
る
か
に
大
き
な
数
で

あ
っ
て
も
、
少
数
者
の
故
意
の
殺
害
を
合
法
化
す
る
事
は
あ
り
え
な
い
。
核
の
大
災
害
の
阻
止
を
目
的
と
し
て
公
開
処
刑
さ
れ
た
無
実
の

人
々
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
に
公
共
の
平
和
、
つ
ま
り
全
体
と
し
て
の
法
秩
序
の
保
障
者
と
し
て
の
国
家
の
特
別
任
務
に
触
れ
る

事
実
が
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
月
一
一
日
の
如
き
テ
ロ
攻
撃
は
、
主
に
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
達
を
目
標
と
は
せ
ず
、
国
家
の
心

臓
部
、
つ
ま
り
国
家
を
始
め
て
法
的
平
和
秩
序
の
保
障
者
能
力
あ
ら
し
め
る
権
力
独
占
の
保
持
者
と
し
て
の
役
割
を
標
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
能
力
が
国
家
の
正
当
性
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。

国
家
は
、
そ
の
諸
規
範
の
保
護
機
能
を
充
分
に
保
障
で
き
る
限
り
に
於
い
て
の
み
、
そ
の
市
民
の
為
及
び
市
民
か
ら
服
従
を
要
求
で
き

る
の
だ
。
国
家
の
こ
の
能
力
を
原
則
的
に
疑
問
視
す
る
に
適
す
る
攻
撃
は
、
従
っ
て
国
家
存
続
の
規
範
的
土
台
を
脅
か
す
の
だ
。
し
か
も

そ
の
限
り
に
於
い
て
の
み
、
多
分
救
済
さ
れ
た
者
達
の
大
き
な
数
が
死
に
至
る
撃
墜
の
正
当
性
へ
の
寄
与
を
提
供
す
る
か
も
し
れ
な
い
の

だ
。同

様
の
事
が
「
通
常
の
」
犯
行
者
あ
る
い
は
単
な
る
精
神
異
常
犯
行
者
に
よ
る
飛
行
機
乗
っ
取
り
に
も
妥
当
す
る
。
空
域
安
全
法
は
、

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
を
大
ま
か
に
・
無
差
別
に
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
方
式
は
受
け
入
れ
難
い
。
こ
の
攻
撃
は
、
テ
ロ
的
根
源
を
有

し
な
い
場
合
、
こ
こ
で
記
述
さ
れ
た
意
味
で
、
国
家
の
心
臓
、
つ
ま
り
国
家
の
正
当
性
を
標
的
と
し
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
攻
撃
は
、
国
家
権
限
の
基
本
権
的
制
約
を
逃
れ
る
事
が
出
来
な
い
、
つ
ま
り
他
の
市
民
を
救
済
す
る
為
に
、
法
に
忠
実
な
そ
の
市
民

の
殺
戮
者
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
を
明
確
化
し
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
留
保
は
、
容
易
に
法
律
の
条
文
に
付
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
32
）

。

三
〇
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
六
四
）

こ
の
全
て
は
、
不
安
な
洞
察
を
説
明
し
て
い
る
。
全
規
範
秩
序
に
対
す
る
国
家
の
保
障
機
能
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
秩
序
の
内
部

基
準
に
対
す
る
国
家
義
務
は
、
極
言
ケ
ー
ス
に
お
い
て
喪
失
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
権
か
ら
の
除
外
の
概
念
が
表
示
す

る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
う
で
な
い
場
合
に
こ
の
法
律
の
帰
結
が
表
示
さ
れ
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
様
に
時
と
脅
威
は
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
が
多
分
空
域
安
全
法
の
最
も
冷
厳
な
以
下
の
知
ら
せ
な
の
だ
。
脅
威
は
、
法
の
諸
原
理
の
内
部
で
、
如
何
な
る
場

所
も
、
如
何
な
る
名
前
も
又
如
何
な
る
裏
づ
け
も
存
在
し
な
い
国
家
の
諸
権
限
を
必
要
と
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
現
実
と
な
ら
し
め
る
の

だ
。
こ
の
様
な
根
拠
付
け
を
退
け
る
者
は
、
他
に
根
拠
付
け
得
な
い
こ
の
法
律
を
退
け
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
法
律
を
受
容
れ
る

者
は
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
知
る
べ
き
な
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
の
法
哲
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
ー
ト
は
、
約
五
〇
年
前
に
、
生
活
が
我
々
に
強
い
る
二
つ
の
悪
の
中
で
、
自
分
が
行
う
意
識

を
以
っ
て
よ
り
小
さ
な
悪
を
選
ぶ
べ
き
と
述
べ
た
。
空
域
安
全
法
の
場
合
、
立
法
者
に
於
い
て
も
、
そ
し
て
公
衆
に
於
い
て
も
こ
の
様
な

意
識
の
存
在
は
認
識
で
き
な
い
（
33
）

。

メ
ル
ケ
ル
教
授
の
主
張
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
諸
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
）　

基
本
権
の
意
義
の
争
わ
れ
得
な
い
中
核
部
分
は
、
生
命
を
相
殺
す
る
計
算
の
許
容
性
を
絶
対
的
に
排
除
す
る
。

2
） 　

生
命
権
の
第
一
の
機
能
は
、
生
命
へ
の
基
本
権
を
有
す
る
誰
も
が
、
何
も
せ
ず
、
脅
か
さ
ず
、
ま
し
て
や
知
り
も
し
な
い
他
者

の
為
に
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
す
る
必
要
が
な
い
事
実
を
明
確
に
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

3
） 　

国
家
は
、
一
定
の
条
件
下
に
第
三
者
の
為
の
人
命
の
犠
牲
を
許
容
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
当
事
者
を
法
の
領
域
か
ら
排
除
す
る
こ

三
〇
六



連
邦
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と
に
な
る
。
国
家
は
、
そ
の
当
事
者
か
ら
基
本
権
保
持
者
の
地
位
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

4
）　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
は
あ
ま
り
に
も
不
明
確
で
あ
る
。

5
）　

テ
ロ
リ
ス
ト
自
身
の
殺
傷
は
自
衛
行
為
と
し
て
容
易
に
正
当
化
さ
れ
、
し
か
も
国
家
を
義
務
付
け
る
。

6
）　

機
内
の
乗
客
は
何
人
を
も
攻
撃
せ
ず
、
従
っ
て
自
衛
権
が
適
用
外
で
、
撃
墜
対
象
と
は
な
り
得
な
い
。

7
）　

何
人
も
連
帯
か
ら
し
て
自
ら
の
生
命
を
多
く
の
他
者
の
為
に
提
供
す
る
事
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
得
な
い
。

8
） 　

基
本
権
は
個
人
を
保
護
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
の
一
般
的
利
益
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
い

な
ら
ば
、
そ
れ
は
基
本
権
で
は
な
い
。

9
） 　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
を
「
超
法
規
的
責
任
阻
却
緊
急
事
態
」
と
す
る
説
明
は
、
間
違
っ
た
言
明
で
あ
る
。『
超
法
規

的
』
と
は
、
責
任
阻
却
的
で
は
あ
っ
て
も
、
違
法
で
あ
り
、
従
っ
て
許
さ
れ
な
い
。

10
） 　
「
法
律
の
留
保
」
か
ら
す
る
説
明
も
間
違
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
律
の
留
保
の
指
摘
を
以
て
基
本
法
第
二
条
第
二
項
の
生
命
権
が

通
常
法
律
の
制
約
下
に
置
か
れ
る
場
合
、
空
域
安
全
法
に
お
け
る
「
制
限
」
は
単
な
る
制
限
で
は
な
く
、
基
本
権
の
完
全
な
剥
奪

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
規
定
は
同
時
に
基
本
法
第
三
条
の
平
等
命
令
を
侵
害
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
と
り
わ
け
平
等
な
権
利
主
体
、

平
等
な
基
本
権
担
い
手
と
し
て
の
地
位
を
保
障
す
る
人
間
の
尊
厳
も
侵
害
す
る
。
こ
の
法
律
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
存
続

が
許
容
さ
れ
る
事
は
あ
り
得
な
い
。

11
） 　

空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
に
つ
い
て
の
政
府
説
明
は
、『
無
実
の
人
々
』
の
法
か
ら
の
排
除
の
問
題
に
触
れ
ず
、
根
拠
づ
け

も
せ
ず
、
緊
急
防
衛
、
死
刑
、
内
乱
状
態
及
び
逮
捕
後
の
逃
亡
阻
止
を
越
え
る
あ
ら
ゆ
る
国
家
指
示
の
「
故
意
的
殺
害
」
を
禁
ず

る
欧
州
条
約
に
つ
い
て
一
言
の
説
明
も
な
い
。

三
〇
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
六
六
）

12
） 　

国
家
に
よ
る
無
実
の
人
々
の
大
量
の
殺
害
の
如
き
先
例
無
き
現
象
に
対
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
可
能
な
正
当
化
の
絶
対
不
可

欠
な
最
小
限
と
し
て
の
絶
対
的
に
到
達
可
能
最
大
限
の
安
全
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
） 　

た
と
え
実
際
に
人
間
に
と
っ
て
可
能
な
確
実
性
を
伴
っ
た
機
内
の
乗
客
と
攻
撃
目
標
地
で
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
人
々
間
の
救

済
チ
ャ
ン
ス
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
正
当
性
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
。

14
） 　

こ
れ
に
公
共
の
平
和
、
つ
ま
り
全
体
と
し
て
の
法
秩
序
の
保
障
者
と
し
て
の
国
家
の
特
別
任
務
に
触
れ
る
事
実
が
付
加
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

15
） 　

九
月
一
一
日
の
如
き
テ
ロ
攻
撃
は
、
主
に
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
達
を
目
標
と
は
せ
ず
、
国
家
の
心
臓
部
、
つ
ま
り
国
家
を
始
め
て

法
的
平
和
秩
序
の
保
障
者
能
力
あ
ら
し
め
る
権
力
独
占
の
保
持
者
と
し
て
の
役
割
を
標
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
能
力
が
国
家
の
正

当
性
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。

16
） 　

国
家
は
、
そ
の
諸
規
範
の
保
護
機
能
を
充
分
に
保
障
で
き
る
限
り
に
於
い
て
の
み
、
そ
の
市
民
の
為
及
び
市
民
か
ら
服
従
を
要

求
で
き
る
の
だ
。
国
家
の
こ
の
能
力
を
原
則
的
に
疑
問
視
す
る
事
に
適
す
る
攻
撃
は
、
従
っ
て
国
家
存
続
の
規
範
的
土
台
を
脅
か

す
の
だ
。
し
か
も
そ
の
限
り
に
於
い
て
の
み
、
多
分
救
済
さ
れ
た
者
達
の
大
き
な
数
が
死
に
至
る
撃
墜
の
正
当
性
へ
の
寄
与
を
提

供
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

17
） 　

全
規
範
秩
序
に
対
す
る
国
家
の
保
障
機
能
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
秩
序
の
内
部
基
準
に
対
す
る
国
家
義
務
は
、
極
言
ケ
ー

ス
に
於
い
て
喪
失
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
権
か
ら
の
除
外
の
概
念
が
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
う
で

な
い
場
合
に
こ
の
法
律
の
帰
結
が
表
示
さ
れ
る
事
は
困
難
で
あ
る
。

三
〇
八



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
六
七
）

メ
ル
ケ
ル
教
授
の
主
張
の
中
に
於
け
る
最
重
要
点
は
、
基
本
権
の
適
用
除
外
の
ケ
ー
ス
が
有
り
得
、
そ
れ
は
国
家
の
存
続
を
疑
問
視
さ

せ
る
テ
ロ
攻
撃
の
場
合
と
す
る
部
分
で
あ
る
。

5
．
大
臣
と
裁
判
官
の
対
決

対
テ
ロ
闘
争
で
は
な
に
が
許
さ
れ
る
の
か
？
シ
ョ
イ
ブ
レ
内
相
と
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
事
は
原
則
論
を
巡
っ
て
争
う
（
34
）

。

政
府
は
安
全
の
為
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
自
由
の
為
に
管
轄
権
を
有
す
べ
き
な
の
か
？
長
期
に
わ
た
る
論
議
を
シ
ョ
イ
ブ
レ
連
邦
内

相
は
、
同
時
に
諸
権
力
間
の
こ
の
よ
う
な
任
務
配
分
に
決
定
的
に
反
対
す
る
事
に
集
中
し
た
。「
憲
法
大
臣
」
と
言
わ
れ
る
シ
ョ
イ
ブ
レ

に
従
え
ば
、
過
去
に
於
い
て
も
法
治
国
家
は
自
由
権
を
護
っ
た
。
し
か
し
現
在
そ
し
て
将
来
に
於
い
て
も
国
家
か
ら
「
不
可
能
な
事
が
要

求
さ
れ
て
は
」
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
国
家
が
不
法
と
暴
力
を
可
能
な
限
り
例
外
な
く
阻
止
し
、
し
か
も
「
同
時
に
自
由
な
感
覚
と
配
慮
の

中
で
、
見
て
も
、
聞
い
て
も
、
し
か
も
問
う
て
も
な
ら
な
い
の
だ
。」
し
か
も
越
え
て
は
な
ら
な
い
「
境
界
線
」
の
明
確
な
定
義
に
シ
ョ

イ
ブ
レ
は
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
の
だ
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
と
異
な
る
。
正
に
ベ
ル
リ
ン
で
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
ウ
ド
・
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
事
は
、

政
治
の
良
心
に
訴
え
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
戦
い
の
中
で
「
予
防
技
術
的
過
剰
提
供
競
争
」
に
警
告
を
発
し
た
。
翌
日
カ
ー
ル
ス
ル
ー

エ
で
「
憲
法
大
臣
」
シ
ョ
イ
ブ
レ
は
、
最
上
級
の
裁
判
官
達
に
、
よ
り
控
え
め
で
、
し
か
も
国
家
の
権
力
独
占
の
出
動
下
に
於
け
る
「
法

の
執
行
」
に
際
し
て
、
政
治
の
手
中
に
陥
ら
な
い
事
を
求
め
た
。
シ
ョ
イ
ブ
レ
は
、
そ
の
講
演
の
中
で
詳
細
に
法
の
諸
原
則
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

一
瞥
す
れ
ば
、
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
と
シ
ョ
イ
ブ
レ
間
の
争
い
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
思
わ
れ
る
。
両
者
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義

三
〇
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
六
八
）

者
た
る
内
相
と
裁
判
官
は
、
共
に
「
保
守
主
義
者
」
を
自
認
し
て
い
る
。
し
か
し
討
論
の
中
で
、
初
め
て
憲
法
諸
機
関
、
つ
ま
り
裁
判
所
、

政
府
及
び
議
会
間
に
明
確
な
分
離
線
が
引
か
れ
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
二
〇
〇
六
年
二
月
一
五
日
に
空
域
安
全
法
を
違
憲
と
宣
言
し
て
以
来
、
裁
判
官
達
を
シ
ョ
イ
ブ
レ
は
密
か
に
新
た

な
安
全
立
法
に
反
対
す
る
真
の
稜
堡
と
看
做
し
た
。
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
を
、
こ
れ
が
「
人
間
の
生
命
に
対
し
て
投
入
さ
れ
る
場
合
」

に
撃
墜
す
る
権
限
を
与
え
る
べ
き
と
し
た
失
敗
法
律
は
赤
・
緑
（
社
会
民
主
党+

緑
の
党
）
連
立
政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
議
会
の
圧
倒

的
多
数
の
支
持
を
得
て
い
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
不
満
と
し
て
シ
ョ
イ
ブ
レ
内
相
は
、
提
示
理
由
書
の
再
提
出
を
宣
言
し
た
。

従
っ
て
、
連
邦
政
府
の
政
治
ラ
イ
ン
へ
の
介
入
に
際
し
て
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
講
演
で
敢
え
て
「
空
域
安
全
法
」
を
潜
在
的
境
界
逸

脱
の
為
の
用
例
と
し
て
挙
げ
た
。

曰
く
、
政
治
に
お
い
て
は
確
か
に
限
界
ケ
ー
ス
が
存
在
し
得
る
。
し
か
も
赤
・
緑
連
立
政
府
は
、
そ
の
「
積
極
行
動
主
義
」
を
以
っ
て

こ
の
ケ
ー
ス
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
法
は
、
こ
の
限
界
ケ
ー
ス
を
規
定
で
き
な
い
。「
人
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
基
本
法
の

中
に
流
し
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
し
て
間
接
的
に
、
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
裁
判
所
が
そ
の
後
、
有
事
に
政
治
に
対
し
て
期
待
し
過
ぎ
る
事
に
疑
問
を
感
じ

て
い
る
と
の
政
府
の
推
測
を
否
定
し
た
。

更
に
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
シ
ョ
イ
ブ
レ
の
好
む
も
う
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
、
つ
ま
り
連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
法
的
規
定
を
取
上
げ
る
。
こ

の
規
定
は
「
平
穏
な
時
期
」
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
慎
重
に
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ョ
イ
ブ
レ
は
後
の
規
定
ま
で

待
と
う
と
し
な
い
。
氏
は
一
般
的
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
達
が
非
対
称
的
戦
争
を
遂
行
し
て
以
来
、「
内
と
外
」
の
線
引
き
は
崩
壊
し
た
と
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
氏
は
、
情
報
を
収
集
し
、
国
際
的
に
協
力
し
、
国
家
の
諸
権
限
を
集
中
し
、
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
査
を
可
能
に

三
一
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連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
六
九
）

す
る
こ
と
を
目
指
す
一
連
の
自
由
制
限
行
動
を
正
当
化
す
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
と
対
立
す
る
シ
ョ
イ
ブ
レ
の
基
本
テ
ー
ゼ
は
、「
国
家
の
法
秩
序
も
国
際
法
と
同
様
に
脅
威
の
新
た
な
諸
形
態
に
対

し
て
最
早
根
本
的
に
適
切
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。」

若
干
の
国
法
学
者
は
、
そ
の
後
シ
ョ
イ
ブ
レ
の
先
を
行
っ
て
い
る
。
曰
く
、
法
治
国
家
は
、
国
家
そ
の
も
の
と
同
様
に
、「
敵
」、
つ
ま

り
テ
ロ
的
イ
ス
ラ
ム
主
義
と
の
対
決
の
中
で
、
自
己
抑
制
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
。
非
対
称
的
闘
争
に
於
け
る
武
器
の
平
等
を
創
設
す
る

為
に
、
こ
の
法
治
国
家
自
身
が
紛
争
に
於
け
る
主
役
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
を
保
護
す
る
為
に
、「
市
民
の
犠
牲
」
が
要
求

さ
れ
る
。
政
治
は
、
法
治
国
家
的
無
駄
な
手
数
無
し
に
決
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
こ
れ
に
直
接
反
論
す
る
。
曰
く
、
我
々
の
シ
ス
テ
ム
を
不
断
に
疑
問
視
す
る
事
は
病
的
で
あ
る
。
事
前
の
非
常

事
態
へ
の
「
知
的
熱
意
」
は
良
き
勧
告
者
で
は
な
い
。
市
民
は
恐
れ
無
し
に
生
活
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
全
て
の
手
段
を
許
す

非
常
事
態
に
引
き
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
全
て
の
手
段
と
は
？
故
意
の
殺
戮
な
の
か
？
ア
ブ
グ
レ
イ
ブ
式
拷
問
な
の
か
？
グ
ア
ン
タ
ナ

モ
に
於
け
る
様
な
囚
人
の
権
利
な
き
地
位
な
の
か
？

シ
ョ
イ
ブ
レ
は
個
別
的
事
項
を
未
決
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
自
由
下
に
よ
り
多
く
の
安
全
を
求
め
る
者
は
、
限
界
ケ
ー
ス
と
の
遊
戯
よ
り
も
実
践
主
義
を
好
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
若
干
の
立

法
諸
計
画
を
以
っ
て
、
政
治
は
自
ら
の
不
能
あ
る
い
は
意
欲
の
欠
落
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
。
警
察
と
軍
は
、
有
効
に
作
業
で
き
る
程
に
適

切
に
装
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
の
提
示
す
る
境
界
線
で
あ
る
（
35
）

。

デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
の
主
張
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、「
保
守
的
」
憲
法
裁
判
官
に
と
っ
て
も
、
政
治
家
の
思
考
の
展
開
、
つ
ま
り
立
法
者

三
一
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
七
〇
）

が
安
全
と
自
由
間
の
境
界
を
か
な
り
の
程
度
変
更
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
治
国
家
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
を
修
正
す
る
事
に
対
し
て
警
告
を

発
す
る
為
の
充
分
な
根
拠
が
存
在
す
る
事
実
が
示
さ
れ
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
指
紋
の
蓄
積
、
生
物
学
的
旅
券
デ
ー
タ
ー
、
高
速

道
路
料
金
所
デ
ー
タ
ー
利
用
、
航
空
旅
客
デ
ー
タ
ー
の
集
積
、
電
信
・
電
話
・
メ
イ
ル
デ
ー
タ
ー
の
集
積
等
々
が
こ
れ
で
あ
る
。

自
由
主
義
的
で
、
か
つ
控
え
め
な
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
の
自
由
と
安
全
間
の
価
値
考
量
が
生
き
残
る
か
、
あ
る
い
は
シ
ョ
イ
ブ
レ
の
考
え

に
従
い
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
法
治
国
家
の
「
自
己
主
張
」
の
思
考
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
か
の
決
定
的
体
験
は
、
政
治
家
も
裁
判
官
も
望
ま

な
い
、「
非
常
事
態
」
の
中
で
し
か
証
明
さ
れ
得
な
い
事
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
節
：
大
法
廷
判
決

Ａ
．
判
決
に
至
る
背
景

Ⅰ
．
第
二
法
廷
は
空
域
安
全
法
に
お
け
る
撃
墜
授
権
の
無
効
に
関
す
る
第
一
法
廷
の
判
定
か
ら
離
れ
る
事
を
望
ん
だ
。

1
． 

第
二
法
廷
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
業
務
規
定
第
四
〇
条
第
二
項
に
従
っ
た
二
〇
一
〇
年
五
月
一
九
日
付
決
議
を
以
て
、
第
一
法
廷

に
対
し
、
法
廷
が
依
然
と
し
て
以
下
の
法
的
見
解
を
堅
持
す
る
か
否
か
を
問
い
た
だ
し
た
。

1
． 

二
〇
〇
五
年
一
月
一
一
日
付
空
域
安
全
法
新
規
定
の
為
の
法
律
（B

G
B
l 1 S

.78

）
第
一
条
に
お
け
る
空
域
安
全
法
第
一
三
条
、
第

一
四
条
第
一
、
二
、
四
項
及
び
第
一
五
条
の
為
の
立
法
管
轄
権
が
基
本
法
第
七
三
条
第
一
号
あ
る
い
は
第
七
三
条
第
六
条
で
は
な
く
、

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
の
み
を
裏
付
け
と
し
て
い
る
（
36
）

。

三
一
二



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
七
一
）

2
．
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
は
特
定
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
を
許
可
し
な
い
（
37
）

。

3
． 
空
域
安
全
法
第
一
三
条
第
三
項
二
、
三
文
は
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
の
ケ
ー
ス
の
為
に
連
邦
防
衛
相
の
緊
急
権
限
も
規
定
す
る
限

り
、
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
と
相
容
れ
な
（
38
）

い
（
39
）

。

2
．
第
二
法
廷
は
、
前
記
の
第
一
法
廷
の
法
的
見
解
か
ら
離
れ
る
事
を
望
ん
だ
。

3
．
第
一
法
廷
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
二
日
付
決
議
を
以
て
、
自
ら
の
法
的
見
解
に
留
ま
る
と
宣
言
し
た
。

4
． 

第
二
法
廷
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
三
日
付
決
議
を
以
て
、
第
一
法
廷
の
前
記
三
つ
の
法
的
見
解
を
大
法
廷
へ
の
提
示
理
由
の
対

象
と
し
た
（
40
）

。

Ｂ
．
大
法
廷
の
判
決
内
容

判
旨

1
． 

二
〇
〇
五
年
一
月
一
一
日
付
空
域
安
全
任
務
の
新
規
定
を
目
的
と
す
る
法
律
第
一
条
規
定
に
お
け
る
空
域
安
全
法
の
第
一
三
条
か
ら

第
一
五
条
の
為
の
立
法
権
限
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
八
日
付
基
本
法
改
正
を
目
的
と
す
る
法
律
の
発
効
ま
で
有
効
な
規
定
に
お
け
る

基
本
法
第
七
三
条
第
六
号
か
ら
生
ず
る
。

2
． 

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
は
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
従
っ
た
軍
の
出
動
に
お
け
る
特
定
兵
器
の
使
用
を
原
則
的
に

排
除
は
し
な
い
が
、
国
内
に
お
け
る
軍
の
武
装
出
動
に
対
し
基
本
法
第
八
七
条
ａ
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
厳
格
な
制
限
が
失
わ
れ
な
い

事
を
確
保
す
る
厳
し
い
諸
前
提
下
に
許
し
て
い
る
。

三
一
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
七
二
）

3
． 
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
に
従
う
軍
の
出
動
は
、
緊
急
の
場
合
で
も
合
議
機
関
と
し
て
の
連
邦
政
府
の
決
議
を
根
拠
と
し
て
の

み
許
さ
れ
る
（
41
）

。

判
決
理
由

大
法
廷
決
議
の
背
景
に
は
以
下
の
諸
考
慮
が
存
在
す
る
。

1
．
連
邦
の
立
法
権
限

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
諸
規
定
は
、
大
厄
災
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
つ
い
て
規
定
す
る
連
邦
法
の
為
に
如

何
な
る
明
示
的
権
限
基
盤
も
提
供
し
な
い
。
基
本
法
第
七
章
以
外
の
実
体
規
範
に
於
け
る
連
邦
の
立
法
権
源
を
求
め
る
事
は
、
体
系
的
観

点
と
連
邦
的
管
轄
秩
序
の
保
護
目
的
か
ら
し
て
説
得
的
で
は
な
い
（
42
）

。

空
域
安
全
法
第
一
三
条
以
下
の
諸
条
項
の
為
の
連
邦
立
法
権
源
は
、
関
連
権
限
と
し
て
、
連
邦
に
航
空
立
法
権
限
を
指
示
磨
る
基
本
法

第
七
三
条
第
一
項
六
号
か
ら
生
ず
る
。
連
邦
は
、
一
定
領
域
の
為
に
立
法
管
轄
を
有
す
る
限
り
、
関
連
権
限
と
し
て
、
こ
の
領
域
に
お
け

る
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
不
可
欠
に
関
連
す
る
諸
規
定
の
為
の
立
法
権
源
を
有
す
る
。
航
空
の
為
の
立
法
管
轄
は
、
正
に
航
空
に
関
わ
る

危
険
の
防
止
を
目
的
と
す
る
規
定
を
行
う
権
限
も
包
括
す
る
。
空
域
安
全
法
第
一
三
条
以
下
の
諸
規
定
は
、
連
邦
の
自
律
的
危
険
防
止
権

を
含
む
。
諸
規
定
は
、
諸
ラ
ン
ト
の
危
険
防
止
措
置
の
支
援
の
為
の
手
段
の
提
供
ば
か
り
か
、
同
時
に
間
接
的
に
軍
の
出
動
の
為
の
外
的

効
果
を
有
す
る
授
権
も
含
む
（
43
）

。

三
一
四



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
七
三
）

2
．
特
定
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
の
憲
法
的
許
容
性

基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
二
項
に
よ
り
、
自
衛
以
外
に
軍
は
、
基
本
法
が
明
示
的
に
許
容
す
る
場
合
に
の
み
出
動
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
規

定
の
限
定
的
機
能
は
、
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
関
す
る
基
本
法
諸
規
定
の
解
釈
に
際
し
て
、
厳
格
な
条
文
忠
誠
を
維
持
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
憲
法
は
、
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
を
意
識
的
決
定
の
中
で
厳
格
な
例
外
ケ
ー
ス
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
の
文
言
に
よ
っ
て
も
、
基
本
法
の
体
系
に
よ
っ
て
も
、
軍
の
出
動
が
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
よ

り
、
警
察
の
出
動
ラ
ン
ト
の
危
険
防
止
法
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
諸
手
段
に
限
定
さ
れ
る
事
が
必
然
的
に
課
さ
れ
て
は
い
な
い
。
寧
ろ
有

効
な
危
険
防
止
を
可
能
に
す
る
こ
の
規
定
目
的
は
、
軍
の
出
動
が
考
慮
さ
れ
る
狭
い
諸
前
提
下
に
、
そ
の
特
定
手
段
の
使
用
を
一
般
的
に

は
排
除
し
な
い
解
釈
に
賛
同
し
て
い
る
（
44
）

。

法
資
料
の
総
合
考
察
も
憲
法
改
正
立
法
者
が
投
入
手
段
の
制
限
を
意
図
し
て
い
た
と
の
想
定
を
強
い
て
は
い
な
い
。
立
法
史
か
ら
し
て
、

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
投
入
で
き
る
手
段
に
関
す
る
憲
法
改
正
的
立
法
者
の
明
確
な
意
思
も
、
適
用

可
能
な
法
の
問
題
に
お
け
る
明
確
な
構
想
も
認
識
で
き
な
い
。

確
か
に
憲
法
改
正
立
法
者
に
と
っ
て
、
大
事
故
非
常
事
態
へ
の
憲
法
諸
規
定
の
典
型
的
適
用
ケ
ー
ス
と
し
て
、
攻
撃
手
段
と
し
て
使
用

さ
れ
る
航
空
機
に
よ
る
危
険
の
防
止
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
一
九
六
二
年
の
北
ド
イ
ツ
水
害
経
験
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
事

は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
が
規
定
の
異
な
る
文
言
と
体
系
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
危
険
ケ
ー
ス
に
も
適
用
さ
れ
る
事
を

排
除
し
な
い
し
、
し
か
も
今
日
の
脅
威
状
況
に
鑑
み
て
最
早
こ
の
諸
規
定
の
目
的
合
理
性
の
な
い
解
釈
を
強
い
る
も
の
で
も
な
い
（
45
）

。

三
一
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
七
四
）

軍
の
出
動
自
体
は
、
特
定
軍
事
戦
闘
手
段
の
投
入
と
同
様
に
、
狭
い
諸
前
提
下
に
於
い
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
歴
史
的
背
景

に
鑑
み
て
、
国
内
的
対
立
の
克
服
を
目
的
と
す
る
軍
の
出
動
を
特
別
厳
し
い
制
限
下
に
置
く
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
の
憲
法
的
基
準

は
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
制
限
は
、
出
動
が
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
を
基
盤
と
す
る
代
わ
り
に
基
本
法
第
三
五
条

第
二
項
及
び
第
三
項
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
る
事
に
よ
っ
て
す
り
抜
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
（
46
）

。

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
一
文
に
よ
る
大
災
害
緊
急
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
は
特
に
重
大
な
大
厄
災
構
成
要
件

に
よ
っ
て
狭
い
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
大
厄
災
的
例
外
状
況
の
み
で
あ
る
。
と
り
わ
け
あ

る
ラ
ン
ト
が
そ
の
警
察
を
以
て
支
配
す
る
状
況
に
な
く
、
そ
の
根
拠
だ
け
か
ら
し
て
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
一
文
の

意
味
で
の
特
別
重
大
な
大
厄
災
を
提
示
す
る
危
険
状
況
を
提
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ

る
特
別
重
大
な
大
厄
災
ケ
ー
ス
の
諸
前
提
は
、
内
的
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
対
す
る
憲
法
的
基
準
へ
の
境
界
内
で
規
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
軍
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
基
づ
き
、
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
で
規
定
さ
れ
な
い
方
式
の
例
外
状
況
に

於
い
て
の
み
投
入
さ
れ
得
る
。
こ
の
よ
う
に
デ
モ
を
行
う
人
々
か
ら
発
せ
ら
れ
る
人
と
モ
ノ
に
対
す
る
危
険
は
、
基
本
法
第
三
五
条
の
意

味
に
お
け
る
特
別
重
大
な
大
厄
災
ケ
ー
ス
を
提
示
し
て
は
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
組
織
さ

れ
た
武
装
内
乱
軍
の
制
圧
を
目
的
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軍
は
関
係
ラ
ン
ト
が
危
険
を
克
服
す
る
意
欲
あ
る
い
は
能
力
が
な
く
、
連

邦
あ
る
い
は
い
ち
ラ
ン
ト
の
存
続
あ
る
い
は
自
由
民
主
的
基
本
秩
序
に
対
す
る
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
出
動
が
許
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

最
後
に
、
大
厄
災
は
既
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
事
は
、
必
ず
し
も
障
害
の
発
生
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

三
一
六



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
七
五
）

し
か
し
大
厄
災
の
過
程
が
既
に
開
始
さ
れ
、
大
厄
災
の
発
生
が
確
実
性
に
近
い
蓋
然
性
を
伴
っ
て
接
近
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
47
）

。

更
に
軍
の
出
動
は
、
特
定
の
軍
事
防
衛
手
段
の
投
入
と
同
様
に
、
こ
の
様
な
危
険
状
態
に
於
い
て
、
最
終
手
段
（ultim

a ratio

）
と
し

て
の
み
許
さ
れ
る
。
軍
に
よ
る
空
域
の
包
括
的
危
険
防
止
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
裏
付
け
と
す
る
事
は
出
来
な
い
（
48
）

。

3
．
連
邦
政
府
の
命
令
権
限

基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
は
、
合
議
機
関
と
し
て
の
連
邦
政
府
の
み
に
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
の
場
合
に
、
軍
の
諸
部
隊
を

投
入
す
る
権
限
を
与
え
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
緊
急
の
場
合
で
も
、
自
ら
に
指
示
さ
れ
た
決
議
権
限
を
個
々
の
閣
僚
に
委
譲
す
る
連

邦
政
府
の
権
限
も
、
回
避
す
る
権
限
規
定
へ
の
立
法
者
の
権
限
も
存
在
し
な
い
。
連
邦
相
の
部
門
管
轄
（
基
本
法
第
六
五
条
第
二
文
）
な
ら

び
に
軍
に
対
す
る
命
令
・
指
令
権
の
連
邦
防
衛
相
へ
の
指
示
（
基
本
法
第
六
五
ａ
）
も
異
な
る
解
釈
を
根
拠
づ
け
な
い
。
何
故
な
ら
、
基
本

法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
は
、
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
の
為
に
特
別
規
定
を
行
う
か

ら
で
あ
る
。
個
別
ケ
ー
ス
の
為
の
異
な
っ
た
管
轄
は
、
有
効
な
危
険
防
止
を
目
指
す
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
の
目
的
か
ら
も
、
あ
る
い

は
国
家
の
保
護
義
務
か
ら
も
引
き
出
し
得
な
い
。
政
治
的
に
極
め
て
争
い
の
あ
る
素
材
の
中
で
、
争
い
の
あ
る
詳
細
な
論
議
の
結
果
と
し

て
成
立
し
た
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
関
す
る
諸
規
定
の
解
釈
の
為
に
は
、
厳
格
な
文
言
忠
誠
の
命
令
が
妥
当
す
る
。
従
っ
て
い
ず
れ

に
せ
よ
、
意
識
的
か
つ
体
系
に
合
致
し
て
選
択
さ
れ
た
文
言
か
ら
離
れ
た
、
保
護
の
隙
間
の
回
避
を
目
的
と
す
る
目
的
論
的
憲
法
解
釈
は

禁
止
さ
れ
る
（
49
）

。

三
一
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
七
六
）

ガ
イ
ヤ
ー
判
事
の
反
対
意
見

ガ
イ
ヤ
ー
判
事
の
反
対
意
見
は
凡
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

現
行
の
基
本
法
は
、
特
定
の
兵
器
を
伴
っ
た
国
内
で
の
軍
の
戦
闘
出
動
を
、
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
（
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
）

に
於
い
て
も
、
超
地
域
的
大
災
害
非
常
事
態
（
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
）
に
お
い
て
も
排
除
す
る
。
第
二
提
示
問
題
へ
の
回
答
を
以

て
大
法
廷
は
、
成
立
史
の
考
慮
下
に
関
連
す
る
憲
法
諸
規
範
の
文
言
を
十
分
に
評
価
せ
ず
、
し
か
も
「
最
良
の
解
釈
原
理
」
と
し
て
の
憲

法
の
統
一
性
に
鑑
み
た
体
系
的
解
釈
も
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
限
り
で
大
法
廷
決
議
は
、
結
果
と
し
て
憲
法
改
正
効
果
を
有
し
て
い
る
（
50
）

。

1
．
軍
は
決
し
て
内
政
上
の
権
力
手
段
と
し
て
投
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

正
に
非
常
事
態
立
法
以
降
に
は
一
九
六
八
年
以
前
と
は
異
な
り
、
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
が
最
早
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
以
来
、
厳
格

な
制
約
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
軍
が
決
し
て
内
政
的
権
力
手
段
と
し
て
投
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
組
織
さ
れ
、
か
つ
軍
事
的
武
装
反
乱

軍
の
殲
滅
の
み
を
目
的
と
し
た
最
後
の
手
段
と
し
て
軍
の
戦
闘
出
動
が
許
さ
れ
る
国
家
非
常
事
態
の
極
め
て
例
外
的
ケ
ー
ス
（
基
本
法
第

八
七
条
ａ
第
四
項
）
を
除
い
て
、
国
内
安
全
の
維
持
は
、
専
ら
警
察
の
任
務
に
留
ま
る
。
警
察
の
任
務
は
危
険
防
止
の
任
務
で
あ
り
、
し

か
も
こ
の
為
に
適
切
か
つ
必
要
な
武
器
を
警
察
は
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
軍
の
戦
闘
出
動
は
、
敵
の
せ
ん
滅
を
目
指
し
、

こ
の
為
に
特
別
な
軍
事
的
装
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
厳
格
な
分
離
を
以
て
ド
イ
ツ
の
憲
法
は
、
歴
史
的
経
験
か
ら
の
帰
結
を
得
、
し

か
も
国
内
で
の
武
装
出
動
か
ら
の
軍
の
原
則
的
排
除
を
国
家
制
度
の
根
本
原
理
と
し
た
。
こ
れ
を
変
え
よ
う
と
す
る
者
は
、
憲
法
改
正
に

必
要
な
議
会
の
多
数
を
自
ら
の
為
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
二
〇
〇
九
年
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
修
正
的
に
介

三
一
八



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
七
七
）

入
す
る
事
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
任
務
で
は
な
い
（
51
）

。

2
． 
大
厄
災
非
常
事
態
と
内
的
非
常
事
態
の
諸
規
定
間
の
厳
格
な
分
離
は
特
定
の
軍
事
装
備
の
許
可
を
通
し
て
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。

軍
事
的
装
備
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
が
大
厄
災
非
常
事
態
の
両
ケ
ー
ス
に
お
い
て
憲
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
事
は
、
基
本
法
の
歴
史
的
憲

法
解
釈
、
と
り
わ
け
体
系
的
解
釈
を
以
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
法
廷
の
見
解
に
反
し
、
連
邦
議
会
の
法
務
委
員
会
は
、
一
九
六
八

年
の
非
常
事
態
立
法
の
枠
内
で
、
明
確
な
決
定
を
行
い
、
し
か
も
憲
法
改
正
に
対
す
る
連
邦
議
会
の
立
法
決
議
の
為
の
基
盤
で
あ
っ
た
当

時
の
報
告
の
中
で
、
軍
事
的
に
装
備
さ
れ
た
軍
の
出
動
を
特
別
に
危
険
な
内
的
非
常
事
態
（
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
）
と
し
て
の
国
家

非
常
事
態
に
限
定
す
る
誤
解
さ
れ
よ
う
の
な
い
提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
大
法
廷
は
、
非
常
事
態
立
法
の
時
点
で
国
内
で
の
軍
の
軍

事
的
に
装
備
し
た
部
隊
の
出
動
の
広
範
囲
な
許
容
を
政
治
的
に
実
行
で
き
な
か
っ
た
事
実
を
全
く
注
目
し
て
い
な
い
。
基
本
法
が
「
非
常

事
態
憲
法
」
と
共
に
体
験
し
た
体
系
は
こ
の
事
と
一
致
し
て
い
る
。
大
厄
災
非
常
事
態
規
定
と
内
的
非
常
事
態
規
定
と
の
厳
格
な
分
離
は
、

国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
の
両
ケ
ー
ス
が
全
く
異
な
っ
た
交
差
し
な
い
適
用
領
域
を
有
し
、
従
っ
て
、
大
災
害
非
常
事
態
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
も
特
定
軍
事
装
備
の
許
容
を
通
し
て
混
同
す
る
事
が
許
さ
れ
な
い
事
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
憲
法
改
正
立
法
者
が
連
邦
政

府
を
以
て
合
議
機
関
に
出
動
決
定
の
為
の
管
轄
を
指
示
し
て
い
る
状
況
は
、
こ
の
立
法
者
が
当
初
か
ら
大
厄
災
非
常
事
態
に
お
け
る
特
定

軍
事
兵
器
の
投
入
を
必
要
と
見
做
さ
ず
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
の
み
を
許
し
て
い
る
。
何
故
な

ら
、
殲
滅
力
を
伴
っ
た
兵
器
の
投
入
を
以
て
の
み
有
効
に
対
応
可
能
な
危
険
状
態
は
、
そ
の
削
除
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
時
間
的
遅
延
が
不

利
で
あ
る
事
実
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
決
定
に
於
い
て
比
較
的
動
き
の
鈍
い
合
議
機
関
へ
の
、
立
ち

三
一
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
七
八
）

向
か
う
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
権
限
を
伴
っ
た
委
任
は
、
正
に
憲
法
改
正
立
法
者
が
目
指
す
「
有
効
な
戦
い
」
に
鑑
み
て
も
、
機
能
的
で
は
な

い
（
52
）

。3
．
ガ
イ
ヤ
ー
判
事
（
反
対
意
見
）
は
主
観
的
評
価
の
過
大
な
余
地
を
非
難
。

大
法
廷
決
議
は
、
自
ら
が
展
開
し
た
諸
基
準
を
以
て
大
厄
災
非
常
事
態
の
厳
し
さ
の
よ
り
少
な
い
諸
前
提
を
通
し
基
本
法
第
八
七
条
ａ

第
四
項
に
よ
る
内
的
事
情
事
態
の
狭
い
諸
前
提
の
回
避
を
阻
止
す
る
事
が
で
き
な
い
。『
大
厄
災
的
次
元
』
の
「
直
接
目
前
に
迫
る
」
障

害
発
生
の
必
要
を
通
し
て
武
装
軍
隊
の
出
動
の
更
な
る
制
限
の
試
み
は
、
必
要
な
明
快
性
と
予
測
性
に
正
当
に
対
応
し
て
い
な
い
。
こ
こ

で
は
日
常
の
適
用
実
践
の
中
で
、
│
例
え
ば
政
府
に
批
判
的
な
大
デ
モ
の
場
合
│
急
ぎ
過
ぎ
の
予
測
で
は
な
い
に
し
て
も
、
主
観
的
評
価

に
対
す
る
多
く
の
余
地
を
残
し
て
い
る
、
全
く
不
確
定
で
、
裁
判
に
よ
っ
て
有
効
に
統
制
で
き
な
い
範
疇
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
戦
闘
用
に
装
備
さ
れ
た
軍
の
出
動
は
、
受
入
れ
ら
れ
な
い
。
戦
闘
用
兵
器
庫
の
影
で
意
見
の
自
由
な
表
明
の
成
功
は
困
難
な
の

だ
（
53
）

。4
．
憲
法
改
正
は
不
可
欠
。

そ
の
他
と
り
わ
け
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
住
民
の
保
護
に
と
っ
て
大
法
廷
決
議
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
国
内
に
お
け
る
武
装
軍
の
出
動
は
、

如
何
な
る
測
定
可
能
な
利
点
も
提
供
し
な
い
。
確
か
に
こ
の
決
議
に
よ
れ
ば
戦
闘
機
が
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
一
項
の
諸
前
提
下
に
お

い
て
「
航
空
機
を
航
路
か
ら
そ
ら
せ
、
着
陸
を
強
い
、
武
器
の
使
用
で
威
嚇
し
、
あ
る
い
は
警
告
射
撃
を
行
う
事
」
が
可
能
で
あ
る
。
こ

の
様
な
諸
措
置
に
よ
る
危
険
防
止
の
成
功
の
蓋
然
性
は
、
し
か
し
な
が
ら
と
り
わ
け
「
背
教
者
」
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
低
い
。
何
故
な

三
二
〇



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
七
九
）

ら
、
乗
客
と
搭
乗
員
の
い
る
航
空
機
の
撃
墜
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
障
と
結
ぶ
生
命
へ
の
基
本
権
と
相
容
れ
な
い
が
故
に
許
さ
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
大
法
廷
の
見
解
か
ら
し
て
も
、
憲
法
改
正
な
し
に
、
連
邦
政
府
の
み
が
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
の
基

準
に
よ
り
、
航
空
機
に
対
す
る
軍
事
兵
器
の
投
入
に
つ
い
て
決
定
で
き
る
。
こ
の
事
は
、
比
較
的
狭
い
ド
イ
ツ
の
空
域
に
鑑
み
て
、
決
し

て
適
時
な
措
置
に
は
導
か
な
い
。
従
っ
て
、
実
体
憲
法
が
空
域
か
ら
の
危
険
の
有
効
な
防
止
の
為
に
与
え
る
枠
組
み
が
利
用
さ
れ
る
べ
き

場
合
、
戦
闘
出
動
の
拡
大
さ
れ
た
許
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
改
正
が
不
可
避
と
な
る
（
54
）

。

Ｃ
．
大
法
廷
判
決
の
要
点

1
． 

連
邦
軍
に
は
、
軍
の
国
内
出
動
に
際
し
、
極
限
的
例
外
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
危
険
防
止
を
目
的
と
し
た
特
別
軍
事
兵
器
の
投
入
が
許

さ
れ
る
。

2
．
特
別
軍
事
兵
器
の
使
用
は
、
狭
い
諸
前
提
下
に
於
い
て
の
み
許
さ
れ
る
。

空
域
安
全
法
第
一
三
条
か
ら
第
一
五
条
ま
で
の
諸
規
定
の
為
の
連
邦
の
立
法
管
轄
権
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
三
項
か
ら

で
は
な
く
、
連
邦
に
空
輸
の
為
に
排
他
的
立
法
管
轄
権
を
指
示
す
る
基
本
法
旧
第
七
三
条
第
六
号
（
現
行
基
本
法
第
七
三
条
第
一
項
第
六

号
）
か
ら
生
ず
る
。
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
に
よ
る
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
の
諸
ケ
ー
ス
に
お
け
る
軍
の
出
動
は
、
緊
急

ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
連
邦
政
府
の
決
議
に
基
づ
い
て
の
み
許
さ
れ
る
。

3
．
連
邦
の
立
法
管
轄
権

空
域
安
全
法
第
一
三
条
以
下
の
為
の
連
邦
の
立
法
権
限
は
、
連
邦
に
空
輸
の
為
の
立
法
権
限
を
指
示
す
る
付
随
権
限
と
し
て
の
基
本

法
旧
七
三
条
第
六
号
（
現
行
基
本
法
第
七
三
条
第
一
項
第
六
号
）
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。
連
邦
が
一
定
領
域
の
為
に
立
法
権
限
を
有
す
る
限

三
二
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
八
〇
）

り
、
付
随
権
限
と
し
て
連
邦
に
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
不
可
欠
な
関
連
に
あ
る
諸
規
定
の
為
の
立

法
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
る
。
空
輸
の
為
の
立
法
管
轄
権
は
、
付
随
と
し
て
、
正
に
空
輸
か
ら
生
ず
る
危
険
防
止
諸
規
定
を
行
う
権
限

も
含
む
。
空
域
安
全
法
第
一
三
条
以
下
の
諸
規
定
は
、
連
邦
の
自
律
的
危
険
防
止
法
を
含
む
。

4
．
特
別
軍
事
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
の
憲
法
的
許
容
性

基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
自
衛
目
的
以
外
に
軍
は
、
こ
の
基
本
法
が
明
示
的
に
許
容
す
る
場
合
に
の
み
出
動
が
許
さ

れ
る
。
こ
の
規
定
の
制
限
的
機
能
は
、
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
に
関
す
る
基
本
法
の
諸
規
定
の
解
釈
に
際
し
て
厳
し
い
テ
キ
ス
ト
忠

実
を
通
し
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
は
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
を
意
識
的
決
定
の
中
で
極
限
的
例
外
ケ
ー
ス
に
限
定

し
た
。
し
か
し
、
軍
の
出
動
が
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
よ
り
、
出
動
ラ
ン
ト
の
危
険
防
止
法
に
従
っ
て
警
察
に
提
供
さ
れ
る
か
、
あ
る
い

は
提
供
が
許
さ
れ
る
手
段
に
限
定
さ
れ
る
事
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
の
文
言
に
よ
っ
て
も
、
基
本
法
の
体
系

に
よ
っ
て
も
、
必
然
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
な
い
。

5
．
投
入
可
能
な
戦
闘
手
段
の
制
限
は
多
分
意
図
さ
れ
て
い
な
い

法
律
素
材
の
総
合
考
察
も
憲
法
改
正
立
法
者
が
投
入
可
能
な
手
段
の
制
限
を
意
図
し
て
い
た
と
の
推
定
を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。
立

法
史
か
ら
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
投
入
可
能
な
手
段
に
関
す
る
憲
法
改
正
立
法
者
の
明
確
な

意
思
も
、
適
用
可
能
な
法
の
適
用
の
問
題
に
於
け
る
明
確
な
構
想
も
認
識
さ
れ
な
い
。

6
．
軍
事
戦
闘
手
段
の
投
入
は
狭
い
諸
前
提
下
に
於
い
て
の
み
許
さ
れ
る

軍
そ
れ
自
体
の
出
動
は
、
特
別
軍
事
戦
闘
手
段
の
投
入
と
同
様
に
狭
い
諸
前
提
下
に
の
み
考
慮
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
歴
史
的
経
験
を

背
景
と
し
て
国
内
対
決
の
克
服
を
目
的
と
す
る
軍
の
出
動
を
特
別
厳
し
い
制
約
下
に
置
く
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
の
憲
法
的
前
提

三
二
二



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
八
一
）

が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
．
軍
の
出
動
は
連
邦
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
の
自
由
・
民
主
的
基
本
秩
序
に
対
す
る
危
険
の
存
在
の
場
合
に
の
み
可
能

基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
一
文
に
従
っ
た
大
厄
災
非
常
事
態
に
お
い
て
軍
の
出
動
に
、
特
別
に
重
大
な
大
災
害
の

構
成
要
件
を
通
し
て
狭
い
限
定
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
厄
災
規
模
の
非
常
な
例
外
状
況
の
み
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
一
ラ
ン
ト
が
そ
の
警
察
を
以
て
支
配
で
き
な
い
危
険
状
況
は
、
前
記
の
根
拠
か
ら
し
て
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び

第
三
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
特
別
重
い
災
害
を
提
示
し
な
い
。
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ
る
特
別
に
重
い
災
害

ケ
ー
ス
の
諸
前
提
は
、
憲
法
的
諸
課
題
へ
の
境
界
の
中
で
国
内
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
の
為
に
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
基
本

法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
基
づ
き
、
軍
は
、
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
四
項
で
規
定
さ
れ
な
い
種
類
の
災
害
状
況
に
於
い
て
の

み
出
動
で
き
る
。

8
．
軍
の
出
動
は
最
終
手
段
（ultim
a ratio
）
と
し
て
の
み
許
さ
れ
る

軍
の
出
動
は
、
特
別
軍
事
的
防
衛
手
段
の
投
入
と
同
様
に
、
最
終
手
段
と
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。
軍
を
伴
っ
た
空
域
の
包
括
的
危
険

防
止
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
裏
付
け
と
す
る
事
が
で
き
な
い
。

9
．
連
邦
政
府
の
命
令
権
限

基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
は
、
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
に
於
い
て
、
合
議
機
関
と
し
て
の
連
邦
政
府
の
み
に
軍
の
部
隊
の

投
入
を
授
権
す
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
於
い
て
も
、
自
ら
に
指
示
さ
れ
た
決
定
権
限
を
個
々
の
閣
僚
に
委
譲
す
る

連
邦
政
府
の
権
限
も
、
こ
の
規
定
か
ら
離
れ
た
管
轄
規
定
へ
の
立
法
者
の
権
限
も
存
在
し
な
い
。
連
邦
大
臣
の
分
野
管
轄
（
基
本
法
第

六
五
条
第
二
文
）
と
連
邦
国
防
相
へ
の
軍
に
対
す
る
命
令
・
指
令
権
の
指
示
（
基
本
法
第
六
五
条
ａ
）
は
、
異
な
っ
た
解
釈
を
根
拠
付
け

三
二
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
八
二
）

な
い
。

第
三
節
：
大
法
廷
判
決
の
評
価

大
法
廷
判
決
の
評
価
に
先
立
ち
、
今
一
度
第
一
法
廷
判
決
の
特
質
を
思
い
起
し
た
い
。
第
一
法
廷
の
判
決
対
象
は
、
概
ね
、
テ
ロ
リ
ス

ト
に
乗
っ
取
ら
れ
た
航
空
機
の
撃
墜
を
連
邦
軍
に
授
権
す
る
規
定
（
空
域
安
全
法
第
一
四
条
第
三
項
）
が
憲
法
適
合
性
を
有
す
る
か
否
か
で

あ
る
。
第
一
法
廷
は
、
こ
の
規
定
の
違
憲
・
無
効
を
以
下
の
根
拠
を
以
っ
て
決
定
し
た
。

1
）　

撃
墜
授
権
は
連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
的
制
限
に
違
反

防
衛
以
外
を
目
的
と
す
る
連
邦
軍
の
出
動
は
、
現
行
憲
法
（
基
本
法
）
で
狭
い
諸
前
提
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本
法
は
連
邦
軍
の
国

内
出
動
を
自
然
大
厄
災
と
重
大
な
事
故
に
お
け
る
援
助
に
限
定
し
、
兵
器
の
投
入
を
許
し
て
い
な
い
。
こ
の
前
提
が
空
域
安
全
法
の
争
点

で
充
足
さ
れ
て
い
な
い
。

2
）　

撃
墜
は
人
間
の
尊
厳
と
生
命
へ
の
基
本
権
を
侵
害

撃
墜
は
、
武
力
の
投
入
に
よ
っ
て
、
犯
罪
行
為
に
参
加
し
な
い
機
内
の
乗
客
及
び
乗
務
員
の
生
命
に
打
撃
を
与
え
る
限
り
、
人
間
の
尊

厳
保
障
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
）
と
結
ぶ
生
き
る
権
利
（
基
本
法
第
二
条
第
二
項
一
文
）
と
も
相
容
れ
な
い
。

3
）　

連
邦
防
衛
相
に
よ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
航
空
機
の
撃
墜
授
権
は
違
憲

テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
の
航
空
機
の
撃
墜
は
、
連
邦
政
府
で
は
な
く
、
連
邦
防
衛
相
に
よ
る
授
権
の
場
合
は
違
憲
。 三

二
四



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
八
三
）

4
）　

無
人
あ
る
い
は
テ
ロ
リ
ス
ト
運
行
の
航
空
機
の
撃
墜
は
合
憲

こ
の
種
の
航
空
機
の
撃
墜
は
、
無
実
の
参
加
者
を
前
提
と
し
な
い
の
で
、
基
本
権
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
＋
第
二
条
第
二
項
）
侵
害
の
問

題
は
発
生
し
な
い
。

前
記
第
一
法
廷
の
判
決
に
対
し
、
大
法
廷
は
、
凡
そ
以
下
の
様
な
判
決
を
下
し
た
。

1
．
連
邦
軍
に
は
、
軍
の
国
内
出
動
に
際
し
、
極
限
的
例
外
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
危
険
防
止
を
目
的
と
し
た
特
別
軍
事
兵
器
の
投
入
が
許

さ
れ
る
。
空
域
安
全
法
第
一
三
条
か
ら
第
一
五
条
ま
で
の
諸
規
定
の
為
の
連
邦
の
立
法
管
轄
権
は
、
連
邦
に
空
輸
の
為
に
排
他
的
立
法

管
轄
権
を
指
示
す
る
基
本
法
第
七
三
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
生
ず
る
。
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
に
よ
る
超
地
域
的
大
厄
災
非
常

事
態
の
諸
ケ
ー
ス
に
お
け
る
軍
の
出
動
は
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
連
邦
政
府
の
決
議
に
基
づ
い
て
の
み
許
さ
れ
る
。

2
． 

連
邦
の
立
法
管
轄
権
：
空
域
安
全
法
第
一
三
条
以
下
の
為
の
連
邦
の
立
法
権
限
は
、
連
邦
に
空
輸
の
為
の
立
法
権
限
を
指
示
す
る
付

随
権
限
と
し
て
の
基
本
法
第
七
三
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。
連
邦
が
一
定
領
域
の
為
に
立
法
権
限
を
有
す
る
限
り
、
連
邦

に
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
不
可
欠
な
関
連
に
あ
る
諸
規
定
の
為
の
立
法
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
る
。

3
． 

特
別
軍
事
兵
器
を
伴
っ
た
軍
の
出
動
の
憲
法
的
許
容
性
：
基
本
法
第
八
七
条
ａ
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
自
衛
目
的
以
外
に
軍
は
、
こ
の

基
本
法
が
明
示
的
に
許
容
す
る
場
合
に
の
み
出
動
が
許
さ
れ
る
。
憲
法
は
国
内
に
お
け
る
軍
の
出
動
を
意
識
的
決
定
の
中
で
極
限
的
例

外
ケ
ー
ス
に
限
定
し
た
。
し
か
し
、
軍
の
出
動
が
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
よ
り
、
出
動
ラ
ン
ト
の
危
険
防
止
法
に
従
っ
て
警
察
に
提
供
さ

れ
る
か
、
あ
る
い
は
提
供
が
許
さ
れ
る
手
段
に
限
定
さ
れ
る
事
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
の
文
言
に
よ
っ
て
も
、

基
本
法
の
体
系
に
よ
っ
て
も
、
必
然
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
な
い
。

三
二
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
八
四
）

4
． 
投
入
可
能
な
戦
闘
手
段
の
制
限
は
多
分
意
図
さ
れ
て
い
な
い
：
法
律
素
材
の
総
合
考
察
も
憲
法
改
正
立
法
者
が
投
入
可
能
な
手
段
の

制
限
を
意
図
し
て
い
た
と
の
推
定
を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。

5
． 

軍
の
出
動
は
連
邦
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
の
自
由
・
民
主
的
基
本
秩
序
に
対
す
る
危
険
の
存
在
の
場
合
に
の
み
可
能
：
基
本
法
第
三
五
条

第
二
項
二
文
及
び
第
三
項
一
文
に
従
っ
た
大
厄
災
非
常
事
態
に
お
い
て
軍
の
出
動
に
、
特
別
に
重
大
な
大
災
害
の
構
成
要
件
を
通
し
て

狭
い
限
定
が
設
定
さ
れ
た
。
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ
る
特
別
に
重
い
災
害
ケ
ー
ス
の
諸
前
提
は
、
憲
法
的
諸
課
題

へ
の
境
界
の
中
で
国
内
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
の
出
動
の
為
に
決
定
さ
れ
る
。

6
． 

軍
の
出
動
は
最
終
手
段
（ultim

a ratio

）
と
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。

7
． 

連
邦
政
府
の
命
令
権
限
：
基
本
法
第
三
五
条
第
三
項
一
文
は
、
超
地
域
的
大
厄
災
非
常
事
態
に
於
い
て
、
合
議
機
関
と
し
て
の
連
邦

政
府
の
み
に
軍
の
部
隊
の
投
入
を
授
権
す
る
。

大
法
廷
に
よ
る
上
記
の
判
決
は
、
極
め
て
解
り
難
い
が
、
結
論
的
に
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
、
国
内
で
の
連
邦
軍
の
出
動
が
、
極
め
て

例
外
的
な
場
合
に
、
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

大
法
廷
の
判
決
は
、
以
下
の
諸
点
に
於
い
て
問
題
を
残
し
て
い
る
。

第
一
に
、
大
法
廷
は
、
軍
の
国
内
出
動
が
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
基
本
法
第
七
三
条
第
一
項
第

六
号
（
連
邦
の
排
他
的
立
法
管
轄
権
）
に
よ
っ
て
可
能
に
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
良
し
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
、
具
体
的
対

三
二
六



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
八
五
）

策
と
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
乗
っ
取
ら
れ
た
航
空
機
に
対
し
て
、
複
数
の
対
策
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
問
題
が
解
決
さ
れ
な

い
場
合
に
付
い
て
の
更
な
る
例
示
に
欠
け
て
い
る
。

第
二
に
、
具
体
的
に
は
、
問
題
航
空
機
の
撃
墜
に
付
い
て
の
言
及
が
な
い
。
つ
ま
り
大
法
廷
は
、
第
一
法
廷
判
決
に
お
け
る
乗
務
員
及

び
乗
客
を
伴
っ
た
乗
っ
取
ら
れ
航
空
機
の
撃
墜
禁
止
を
暗
黙
裡
に
認
め
て
い
る
事
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
ゲ
ン
ハ
ル
ト
教
授
及
び
メ

ル
ケ
ル
教
授
の
理
論
へ
の
言
及
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
第
一
法
廷
判
決
の
暗
黙
裡
の
承
認
に
終
わ
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
結
局
大
法
廷
判
決
は
、
結
果
と
し
て
、
重
要
問
題
（
乗
っ
取
ら
れ
航
空
機
の
撃
墜
）
の
先
送
り
で
終
わ
っ
て
い
る
。

連
邦
軍
国
内
出
動
の
展
望

ド
イ
ツ
週
刊
誌S

piegel

誌
（S

piegel O
nline

）
二
〇
一
四
年
四
月
七
日
付
報
道
に
よ
れ
ば
、
現
大
連
立
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
＋
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

政
権
が
安
全
保
障
政
策
に
関
わ
る
長
年
に
わ
た
る
対
立
を
基
本
法
（
憲
法
）
改
正
に
よ
っ
て
解
消
す
る
方
向
に
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
緊

急
事
態
に
於
い
て
、
連
邦
政
府
に
代
っ
て
、
連
邦
防
衛
大
臣
が
連
邦
空
軍
の
出
動
を
命
ず
る
事
を
可
能
に
す
る
た
め
の
基
本
法
改
正
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
基
本
法
第
三
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
が
改
正
対
象
と
さ
れ
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
可

能
に
す
る
事
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
で
は
、
国
内
に
お
け
る
軍
事
手
段
の
投
入
決
定
が
専

ら
集
団
的
に
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
緊
急
事
態
の
為
に
法
律
で
予
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
防
衛
相
の
単
独
決
定

が
無
効
と
宣
言
さ
れ
た
。
今
般
で
の
動
き
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
定
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
連
邦
政
府
に
よ
る
集
団

決
定
で
は
な
く
、
連
邦
防
衛
相
に
よ
る
単
独
決
定
に
よ
る
緊
急
対
応
が
テ
ロ
対
策
と
言
う
目
的
に
と
っ
て
あ
る
種
の
改
善
を
提
示
し
て
い

る
事
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
連
邦
空
軍
に
よ
る
乗
っ
取
ら
れ
た
飛
行
機
の
撃
墜
禁
止
の
問
題
は
、
未
解
決
に
留
ま
る
（
55
）

。

三
二
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
八
六
）

こ
れ
は
全
て
の
民
主
諸
政
権
の
存
続
に
関
わ
る
重
大
問
題
に
留
ま
る
。

（
1
） B

V
erfG

.2 P
bvU
 1/11 vom

 3.7.2012

（
2
） B

V
erfG

E
 115,118

（
3
） L

uftsicherheitsgesetz:B
G
B
l Ⅰ

　

S
.78

（
4
） 

例
え
ば
、
乗
っ
取
ら
れ
た
旅
客
機
の
連
邦
軍
戦
闘
機
に
よ
る
『
撃
ち
落
と
し
』
を
意
味
す
る
。

（
5
） B

V
erfG

-P
ressem

itteilung  N
r.101/2005 vom

 17.O
ktober 2005,S

.2f.

（
6
） B

V
erfG

-P
ressem

itteilung  N
r.101/2005 vom

 17.O
ktober 2005,S

.1

（
7
） „V

erfassungslage zum
 L
uftsicherheitsgesetz:L

eben gegen L
eben,in:S

piegel O
nline vom

 15.F
ebruar 2006

参
照
。

（
8
） B

V
erfG

-P
ressem

itteilung  N
r.101/2005 vom

 17.O
ktober 2005,S

.1f.

（
9
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.1;B
verfG

,1 B
vR
 357/05 vom

 5.2.2006

（
10
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.1

（
11
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.1f.

（
12
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.2

（
13
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.2

（
14
） P

ressem
itteilung N

r.11/2006 vom
 15.F

ebruar 2006,S
.2f.

（
15
） P
ressem

itteilung N
r.11/2006 vom

 15.F
ebruar 2006,S

.3

（
16
） „K
arlsruhe verbietet A

bschuss entführter F
lugzeuge“,in:S

piegel O
nline vom

 15.F
ebruar 2006,S

.1f.

参
照
。

（
17
） Jochen B

ittner,H
eim
at,deine F

ronten,in:Z
eit O

nline vom
 2.Januar 2012

参
照
。

（
18
） „K

alkül m
it einem

 V
erfassungsbruch,in:Z

eit O
nline vom

 20.S
eptem

ber 2012

参
照
。

三
二
八



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
八
七
）

（
19
） O

tto D
epenheuer,S

elbstbehauptung des R
echtsstaates,P

aderborn,M
ünchen,W

ien,Z
ürich 2007; T

horsten Jungholt,S
chäuble-

V
ertrauter im

 Interview
:G
uantanam

o auch in D
eutschland denkbar,in; D

ie W
elt O

nline vom
 28.D

ezem
ber 2007; M

atthias B
ecker,

F
reiw
illige vor für das B

ürgeropfer! In:T
elepolis vom

 8.Januar 2008; G
regor K

euschnig,Ü
ber O

tto D
epenheuers‚ S

elbstbehauptung 

des R
echtsstaates’ in:G

lanz @
 E
lend:M

agazin für L
iteratur und Z

eitkritik;G
unter H

ofm
ann,S

chäubles N
acht-lektüre,in:Z

eit 

O
nline vom

 9.A
ugust 2007

参
照
。

（
20
） 

前
記
著
書
公
表
時
（
二
〇
〇
七
年
）
の
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ヤ
ー
氏
は
、
ケ
ル
ン
大
学
法
学
部
国
家
啓
学
及
び
法
政
策
講
座
担
当
教
授
。

（
21
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007

）,S.1

参
照
。

（
22
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007

）,S.1f.

参
照
。

（
23
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007

）,S.2f.

参
照
。

（
24
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007

）,S.3

参
照
。

（
25
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007
）,S.3f.

参
照
。

（
26
） G

unter H
ofm
ann,

註（
19
）（2007

）,S.4
参
照
。

（
27
） R

einhard M
erkel,W

enn der S
taat U

nschuldige opfert,in:Z
eit O

nline vom
 8.Juli 2004;D

ers.,Jenseits des R
echts,in:Z

eit 

O
nline vom

 19.S
eptem

ber 2007

（
28
） R

einhard M
erkel,

註（
27
）（2004

）,S.1

参
照
。

（
29
） R

einhard M
erkel,

註（
27
）（2004

）,S.2f.

参
照
。

（
30
） R

einhard M
erkel,

註（
27
）（2004

）,S.4f.

参
照
。

（
31
） R
einhard M

erkel,

註（
27
）（2004

）,S.5f.

参
照
。

（
32
） R
einhard M

erkel,

註（
27
）（2004

）,S.6f.

参
照
。

（
33
） R

einhard M
erkel,

註（
27
）（2004

）,S.7

参
照
。

（
34
） G

ünter H
ofm
ann,M

inister gegen R
ichter,in:Z

eit O
nline vom

16.11.2007;U
do D

i F
abio,W

esten m
uss W

esten bleiben,in:D
ie 

三
二
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
五
八
八
）

W
elt vom

 12.11.2007

参
照
。

（
35
） G

ünter H
ofm
ann,

註（
34
）（2007

）; U
do D

i F
abio,

註（
34
）（2007

）
参
照
。

（
36
） B

V
erfG

E
 115,118

（140f.

）
参
照
。

（
37
） B

V
erfG

E
 115,118

（146ff .,150f.

）
参
照
。

（
38
） B

V
erfG

E
 115,118

（149f.

）
参
照
。

（
39
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,S
.2

参
照
。

（
40
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,S
.2

参
照
。

（
41
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,S
.1

参
照
。

（
42
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.16

参
照
。

（
43
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.20

参
照
。

（
44
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vo0vom

 3.7.2012,A
bs.25,26,27

参
照
。

（
45
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.28

〜39

参
照
。

（
46
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.40

〜41

参
照
。

（
47
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.42

〜47

参
照
。

（
48
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.48

〜51
参
照
。

（
49
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.52

〜59
参
照
。

（
50
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.60,61

参
照
。

（
51
） B
V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.62

〜64

参
照
。

（
52
） B
V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.65

〜81

参
照
。

（
53
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.82

〜86

参
照
。

（
54
） B

V
erfG

.2 P
B
vU
 1/11 vom

 3.7.2012,A
bs.87

〜89

参
照
。

三
三
〇



連
邦
軍
の
国
内
出
動
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
巡
っ
て
（
小
林
）

（
五
八
九
）

（
55
） V

eit M
edick und P

hilipp W
idrock,G

rundgesetzänderung:R
egierung w

ill A
bschuss von T

errorfl ugzeugen erleichtern,in:

S
piegel O

nline vom
 7.A
pril 2014

参
照
。

三
三
一




